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特集

〈第2特集〉市議会議員の紹介

先
川
和
幸

日時：1月 27日（金）10：00～10：30
場所：保健センター

2歳 6か月児相談

次回はここで撮影します！

●お問い合わせ

撮影に関するお問い合わせは政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課　☎0826-42-5627

※受付時間

吉田町

浅田　颯くん（H28.7.27 生）
「可愛い自慢の息子です♡」

あさだ　　 はやて 甲田町

内田　崚介くん（H28.5.17 生）
「げんきにそだってね！」

うちだ　　  りょうすけ

吉田町

源田　琉惺くん（H28.5.28 生）
「笑顔いっぱいの毎日を送ってね♡」

げんだ　　  りゅうせい

向原町

泉　佑磨くん（H28.4.20 生）
「元気に大きくなってね！」

いずみ　　  ゆうま
甲田町

田川　誌音くん（H28.4.18 生）
たがわ　　 　 しおん

吉田町
大和　拓海くん（H28.4.15 生）

「元気いっぱい、わんぱくに育て！！」

やまと　　 　 たくみ

吉田町

木村　綾仁くん（H28.4.5 生）
きむら　　      あやと

甲田町

宮廻　葵ちゃん（H28.3.16 生）
「明るく元気な子になってね！」

みやさこ　　あおい
吉田町

村上　夢ちゃん（H28.3.13 生）
「元気ですくすく育ってね！」

むらかみ　　  ゆめ

安芸高田市　政策企画課 〒731-0592 広島県安芸高田市吉田町吉田791 TEL 0826-42-5627 FAX 0826-42-4376 http://www.akitakata.jp/企画・発行

シンセイアート株式会社 〒727-0004 広島県庄原市新庄町5088番地58 TEL 0824-72-7890 FAX 0824-72-2128 編集・印刷



新
年
の
ご
挨
拶

平
成
二
十
九
年

安
芸
高
田
市
議
会
議
長

　先
川
和
幸

安
芸
高
田
市
長

　
　
　
　浜
田
一
義

〈 今月の表紙 〉

撮影：神楽門前湯治村 神楽ドーム

『ひろしま神楽グランプリ2016優勝
”横田神楽団”の舞』

D a t a

（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

人　口

消防署の出動件数

交通事故

人口総数

世帯数

男

女

平成28年12月1日現在、外国人を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

 

※（　）内は前年同期の増減数

※（　）内は平成28年の累計

（年間累計）

火災 救急 救助 警戒

毎月1日と15日は「防災デー」

なくそう交通死亡事故　　
アンダー90

安芸高田市ホームページ

－平成28年交通安全スローガン－

右のQRコードからデジタル
ブックにアクセスできます!

人身事故

前年比

前年比

前年比

前年比

P2 目次

P3 特集

P6 市議会議員の紹介

P8 ホットな話題

P11 リレーコラム vol.2

P12 違う文化から日本を考える vol.34

P13 トピックス「市からのお知らせとニュース」

P15 広報「あきたかた」について、ご意見をお寄せください

P18 市民のコーナー「人輝く」

P20 市民のコーナー「民生委員・児童委員改選」

P22 健康いいカラダ

P25 市長コラム

P26 げんきな親子

P28 減らそう犯罪

 空き家関連情報コーナー

P29 安芸高田 消防

P30 歴史紀行　～あの日の記憶は写真の中にⅡ～　「とんど」 

P31 Living Information 暮らしの情報

P35 集まれ！安芸高田のアイドル

死者 負傷者

広報あきたかたが
もっと手軽に！
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( 平成 28年 11 月末現在 )

( 平成 28年 11 月 )

（+3）
92件

（19）
2件

（1342）
144件

（19）
3件

（33）
2件

4人 135人
（±0） （+15）

29,799 -404

13,599 +6

14,340 -185

15,459 -219

安芸高田市長

　　  浜 田 一義
安芸高田市議会議長

　　  先 川 和幸

新年のご挨拶平成二十九年



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
市
政
推
進
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
３
月
１
日
に
甲
立
古
墳
が
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
毛
利
氏
城
跡
に
続
き
安

芸
高
田
市
に
は
国
史
跡
が
２
箇
所
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
歴
史
遺
産
、
観
光
資
源

と
し
て
守
り
伝
え
、
活
か
し
て
参
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
よ
る
取
り
組
み
の
実
質
的

な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
、
安
芸
高
田
市

が
持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て
発
展
す
る

た
め
の
重
要
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
人
口
減
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

10
年
後
の
目
標
人
口
を
2
7
5
0
0
人
に

設
定
し
、Ｕ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
、Ｊ
タ
ー

ン
と
い
っ
た
移
住
者
を
増
や
す
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。「
働
く
場
」「
住
む
場
」「
産

み
育
て
る
場
」
の
３
つ
の
分
野
を
中
心
に

「
住
み
た
い
ま
ち
」
に
、
さ
ら
に
市
の
魅

力
を
磨
き
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
な

る
よ
う
市
民
の
皆
様
や
移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
な
が
ら
新
た
な
支
援
策

や
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　「
働
く
場
」
の
支
援
と
し
て
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
、
起
業
支
援
、

青
年
就
農
給
付
金
事
業
な
ど
を
実
施
し
、

「
住
む
場
」
の
支
援
と
し
て
、
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
、
子
育
て
・
婚
活
住
宅
新
築
、

空
き
家
の
改
修
へ
の
補
助
に
加
え
て
、
空

き
家
購
入
・
解
体
へ
の
補
助
を
新
設
し
ま

し
た
。「
産
み
育
て
る
場
」
の
支
援
と
し

て
、
保
育
料
の
減
免
拡
充
、
乳
幼
児
等
医

療
費
助
成
制
度
の
受
給
対
象
年
齢
の
拡
大

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
財
政
運
営
の
効
率
化
・
健
全

化
も
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

の
合
併
特
例
加
算
が
段
階
的
に
減
少
し
、

平
成
31
年
度
に
は
加
算
措
置
が
終
了
し
ま

す
。「
第
3
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革

を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
な
課
題
に
も
取
り

組
み
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
市
民
の
皆

様
と
一
丸
と
な
っ
て
確
立
し
て
参
り
ま

す
。
職
員
数
の
適
正
管
理
、
事
業
の
選
択

と
集
中
、
民
間
委
託
の
取
り
組
み
、
公
共

施
設
の
適
正
配
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備

さ
れ
た
多
く
の
公
共
施
設
は
、
維
持
更

新
あ
る
い
は
統
廃
合
も
含
め
て
計
画
的
・

効
率
的
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
安
芸
高
田
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
お
い
て
掲
げ
た
「
公
共

施
設
の
総
延
床
面
積
の
30
％
以
上
縮

減
」
の
目
標
に
向
け
て
、「
公
共
施
設
の

配
置
適
正
化
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
、
引
き
続
き
自
助
・
共
助
・

公
助
の
理
念
の
下
に
、
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
に
よ
る
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
費

用
抑
制
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
市
は
豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
独
自

の
文
化
、
多
彩
な
観
光
資
源
な
ど
、
数

多
く
の
「
宝
」
と
「
強
み
」
が
あ
り
ま
す
。

「
住
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
の
魅
力
を
よ
り
一
層
高
め
、
そ
の

魅
力
を
積
極
的
に
市
内
外
へ
情
報
発
信

し
、
移
住
者
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
現
在
、
約
2
2
0
0
名
の
会
員
か

ら
成
る
本
市
の
応
援
団
「
ふ
る
さ
と
応

援
の
会
」
に
も
お
力
添
え
頂
き
な
が
ら
、

市
外
か
ら
の
視
点
を
活
か
し
、
安
芸
高

田
市
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　「
宝
」
の
一
つ
で
あ
る
「
神
楽
」
を
活

用
し
た
観
光
振
興
・
地
域
振
興
施
策
に
つ

い
て
は
、
全
国
16
校
参
加
、
の
べ

3
0
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
の
あ
っ
た

「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
ひ
ろ
し
ま
安
芸

高
田
」、
約
1
2
0
0
人
に
鑑
賞
い
た
だ

い
た
「
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
東
京
公

演
」
が
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
な
ど
、
着
実

に
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の

一
つ
と
し
て
安
芸
高
田
市
を
舞
台
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
が
全
国
放
送
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ド
ラ
マ
放
送
を
期
に
観
光
客
の

増
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」「
ワ

ク
ナ
ガ
レ
オ
リ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
日
本
を

代
表
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
応

援
・
支
援
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
行
う

な
ど
、
各
地
域
の
「
宝
」
と
「
強
み
」
を

地
域
資
源
と
と
ら
え
、
地
域
活
性
化
に
取

り
組
み
ま
す
。「
行
政
と
住
民
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
り
、
未
来
の
「
宝
」

と
「
強
み
」
が
次
々
と
誕
生
す
る
よ
う
引

き
続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

安芸高田市長　浜田一義
　
安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
安
芸
高
田
市
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望

に
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
安
芸
高
田
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
25
年
ぶ

り
の
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
、
県
内
が

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
赤
色
に
染
ま
っ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、「
甲
田
中
学

校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
」
の
全
国
初
制

覇
、
ま
た
、
吉
田
町
を
拠
点
と
し
た
「
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー
ス
」
の
ウ
エ
ス

ト
リ
ー
グ
優
勝
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍

に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
い
た
す
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が
進
む

な
か
、
市
の
歳
入
は
減
少
す
る
ば
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
が
進
め
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
、
本
市
も
昨
年
度
に
「
安
芸
高
田
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
安
芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、

新
規
事
業
の
開
拓
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
市
が
以
前
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
空

き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
空
き
家
対

策
に
関
す
る
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、

「
安
芸
高
田
市
空
家
対
策
協
議
会
」
を
設

置
し
て
空
き
家
の
利
活
用
も
含
め
た
協
議

を
進
め
て
お
り
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

空
き
家
を
活
用
し
て
Ｉ
タ
ー
ン
・Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
移
住
人
口
の
増
加
を
図
る
な

ど
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
の
推
進
に
協
力
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
創
意
工
夫
を
行
い

な
が
ら
将
来
像
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
安
芸
高
田
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
二
元
代
表
制
の
一
方
の
柱
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、「
議
会
の
権
限
と
機
能
」
を
十
分
に

発
揮
し
、
行
政
が
推
進
す
る
各
種
施
策
に

対
し
、
監
視
や
提
言
を
行
い
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
体
制
と
な
り
、
心
新
た
に
、
市

民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
「
真
に

市
民
に
開
か
れ
た
、
市
民
の
た
め
の
議

会
」
の
推
進
と
活
性
化
を
目
指
し
、
努
力

し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
改
選
前
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に

む
け
、
今
後
も
引
き
続
い
て
議
論
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
、
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
本
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

安芸高田市議会議長　先川和幸
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平成 28年 11月 13 日執行
安芸高田市議会議員一般選挙の結果

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

やまね　温子

芦田　宏治

先川　和幸

新田　かずあき

児玉　史則

大下　正幸

宍戸　邦夫

水戸　眞悟

つかもと　近

前重　まさのり

石飛　慶久

たましげ　輝吉

金行　哲昭

玉井　直子

青原　としはる

山本　まさる

秋田　雅朝

熊高　昌三

久保　けいこ

明木　一悦

有田　清士

山崎　敏晴

1,281

1,169

1,138

1,120

1,033

945

926

852

838

801

771

765

753

751

737

678

667

633

536

429

174

107

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

得票順 候補者名 得票数

投票総数

有効投票数

無効投票数

17,294

17,104

190

投票者数

投票率

12,003 人

8,129 人

67.72%

13,184 人

9,164 人

69.51%

25,187 人

17,293 人

68.66%

男 女 合計

●開票結果 （単位：票）

●投票結果

前重　昌敬
（吉田町）

まえしげ　 まさのり

山根　温子
（高宮町）

やまね　    あつこ

大下　正幸
（美土里町）

おおしも　 まさゆき

芦田　宏治
（吉田町）

あしだ　     こうじ

宍戸　邦夫
（甲田町）

ししど　     くにお

先川　和幸
（向原町）

さきかわ     かずゆき

水戸　眞悟
（美土里町）

みと　　   しんご

新田　和明
（高宮町）

にった　   かずあき

塚本　近
（高宮町）

つかもと　ちかし

児玉　史則
（向原町）

こだま　   ふみのり

秋田　雅朝
（高宮町）

あきた　   まさとも

熊高　昌三
（高宮町）

くまたか　しょうそう

石飛　慶久
（吉田町）

いしとび　よしひさ

玉重　輝吉
（吉田町）

たましげ　 てるよし

金行　哲昭
（甲田町）

かねゆき　 てつあき

玉井　直子
（甲田町）

たまい　     なおこ

青原　敏治
（八千代町）

あおはら　 としはる

山本　優
（八千代町）

やまもと   まさる

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
の
ご
紹
介

11
月
13
日
（
日
）
の
安
芸
高
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
選
ば
れ
た
、
18
名
の
市
議
会
議
員
。

安
芸
高
田
市
を
よ
り
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
合
議
に
よ
っ
て
市
政
の
方
針
を
決
定（
議
決
）し
ま
す
。

（
※
50
音
順
）

当日
有権者数
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このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を
お知らせください。

安芸高田市　政策企画課
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎42-5627　　42-4376

こちらまで！

今年で第 10 回目を迎える「あきたかた市民
文化祭 舞台芸能の祭典」が盛大に開催されまし
た。出演した市民は総勢 300 人以上。民謡民舞、
洋舞、合唱、フラダンスなど、さまざまなジャ
ンルの芸能をステージで目一杯披露しました。
トリを飾ったのは、今回が初出場となる子ども
たち。高校生による華やかなファッションショー
や子どもたちによる賑やかなストリートダンス
が披露されると、会場を訪れた約 800 人の観客
からは大きな声援と拍手が贈られていました。

各地の競演大会で有終の美を飾った実力派神
楽団が一堂に会し、今シーズン 1 番の舞を決め
る「ひろしま神楽グランプリ 2016」が神楽の聖
地「神楽ドーム」で盛大に開催されました。競
演の部では、安芸高田市、北広島町、安芸太田町、
広島市、廿日市市、島根県の神楽団が新旧の舞
の頂点を目指し、火花を飛ばし合いながら絢爛
豪華な舞を披露。新舞の部のグランプリは安芸
高田市の横田神楽団、旧舞の部のグランプリは
安芸太田町の津波神楽団が受賞しました。

平成 28 年 5 月、市と市国際交流協会、市社会
福祉協議会の三者は、「災害時における多言語支
援センター設置などに関する協定」を結びまし
た。今回の避難訓練はこの協定に関する活動の一
環として実施されたもので、ベトナムやブラジル
などの外国人住民 29 人が参加。震度 6 強の地震
を想定し、翻訳業務などを手掛ける多言語支援セ
ンターを設置しました。参加者はダンボールの簡
易ベットづくりや非常食などを体験しながら、災
害時の対応方法などを学びました。

弟である「毛利元就」に比べて、これまであ
まり語られることのなかった兄「毛利興元」。没
後 500 年を迎える節目の年に、元就が飛躍する
基礎を築いた武将、興元にスポットを当てた講
演会が開催されました。講演を行ったのは、毛
利氏研究の第一人者として活躍される県立広島
大学教授・秋山伸隆氏と広島県教育委員会・木
村信幸氏のお二人。講演後には興元をテーマに
した対談も行われ、県内外から参加した歴史ファ
ン約300人が興味深そうに聞き入っていました。

30 年以上続く、恒例のマラソン大会が開催さ
れました。今年は県内外から約 600 人が参加。小
さなお子さんから 80 代の男性まで幅広い年齢層
の方が心地よい汗を流しました。コースはハーフ
（公認コース）・10㎞（公認コース）・3㎞・1㎞の
4種類。親子がペアになって走る1㎞コースでは、
手と手を取り合って走ったり、お母さんに抱っこ
されたりとお子さんたちの微笑ましい姿も見られ
ました。また、地域の方も走路員などのスタッフ
として、約100人が大会のサポートを行いました。

町民が交流し地域の魅力を高めていくことを
目的に開催している「八千代およりん祭」。バ
ラエティ豊かなステージイベントや体験ゲーム
コーナーなどが催され、約 2000 人の来場者で
賑わいました。今年は「かんきょうまつり in あ
きたかた」を合同で開催。子供たちは、自転車
で発電したり、コマや竹トンボなどの昔遊びな
どで楽しんでいました。リサイクルの啓発活動
の一環として、来場者には市で回収した古紙か
ら作ったトイレットペーパーが配布されました。

「地域の若者を元気にしたい！」とスタートし
たイベントも今年で 4 回目。音楽やダンスなど
が繰り広げられるステージイベントや多彩なワー
クショップ、バザーなどで盛り上がりました。「で
あい」をテーマにした今年は、婚活ブースや動物
里親ブースを新設。多くの「であい」が生まれ、
会場は温かな雰囲気に包まれていました。フード
コートでは、猪肉や鹿肉を使ったジビエ料理のカ
レーやハンバーガーが大人気。来場者は、このイ
ベントならではの味覚を堪能しました。

祭りイベ
ント

練習の成果を惜しみなく披露 神楽最高峰の舞台が今年も

外国人を対象とした避難訓練元就の兄「興元」について知る

第10回あきたかた市民文化祭【舞台芸能の祭典】
けんみん文化祭ひろしま ’16 ひろしま神楽グランプリ2016

安芸高田市防災訓練
〜災害時の外国人支援〜毛利興元没後500年記念講演会

11月27日（日）／クリスタルアージョ 11月26日（土）／神楽門前湯治村　神楽ドーム

11月20日（日）／クリスタルアージョ11月23日（水・祝）／クリスタルアージョ

イベ
ント

イベ
ント

訓練講演
会

土師ダムの湖畔を疾走

様々な「であい」をサポート 大人も子供も祭りを満喫

第39回土師ダム湖畔マラソン大会

いのしかんフェスティバル 第16回八千代およりん祭
かんきょうまつりinあきたかた2016

11月23日（水・祝）／土師ダム周辺

11月6日（日）／向原生涯学習センターみらい 11月6日（日）／八千代支所前駐車場

マラ
ソン
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　広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
美
術
学
科
で
学
び
、
彫
刻

家
の
卵
と
し
て
研
究
生
を
し
な
が
ら
就
職
活
動
を
し
て

い
た
田
中
さ
ん
。
田
中
さ
ん
の
作
品
は
、
鉄
を
カ
ナ
ヅ

チ
で
叩
い
て
立
体
物
を
作
る
鍛
造
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。「
仕
事
を
し
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
励
む
の
が
夢

で
し
た
が
、
広
島
市
内
で
は
ス
ペ
ー
ス
や
騒
音
の
問
題

で
彫
刻
を
続
け
る
の
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し

た
」。
そ
ん
な
時
、
声
を
か
け
た
の
が
安
芸
高
田
市
に

暮
ら
す
大
学
時
代
の
先
輩
。
同
大
学
を
卒
業
後
、
安
芸

高
田
市
に
移
り
住
み
、
作
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。「
一
度
見
学
に
訪
れ
る
と
、
創
作
環
境
が
抜
群
。

案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
が
、『
将
来
は
こ

こ
を
芸
術
の
ま
ち
に
し
た
い
』
と
言
っ
た
一
言
で
、
ほ

ぼ
心
は
決
ま
り
ま
し
た
」。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、

そ
の
地
域
の
方
の
勧
め
で
応
募
。
現
在
は
、
移
住
相
談

の
窓
口
な
ど
を
担
う
移
住
定
住
促
進
事
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。「
自
然
や
神
楽
な
ど
市
の
魅
力
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
相
談
者
の
方
に
は
い
い
所
だ
け
で
な

く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
し
っ
か
り
と
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
定
住
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。
土
曜
日
は
3
D

プ
リ
ン
タ
ー
や
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
の
工
作
機

械
を
備
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「FabLab 

H
iroshim

a

」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
中
。
誰
で
も

も
の
づ
く
り
が
楽
し
め
る
会
員
制
の
工
房
で
す
。「
も

の
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
安
芸
高
田
市
の
魅
力

を
公
私
に
渡
っ
て
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

も
っ
と
芸
術
で
市
を
盛
り
上
げ
た
い

田
中
　
賢
さ
ん

政
策
企
画
課

た
な
か

　
　
　 

け
ん

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
生
ん
だ
縁

流
れ
着
く
よ
う
に
市
に
移
住

鍛造の作品づくりに使用す
るカナヅチは、大学生の頃
から大切に使っている宝物

リラックスしたい時は、神
楽門前湯治村の天然温泉で
ゆったりと過ごしています

「FabLab」ではキーケースや
名刺ケースなど様々な作品
づくりが気軽に楽しめます

地域おこし
協力隊員 市

外
か
ら
移
り
住
み
、
新
境
地
で
活
躍
す
る
隊
員
た
ち
。

市
へ
の
想
い
と
そ
の
素
顔
に
迫
り
ま
す
。

Vol.2

楽しみ 好きな場所 宝物

肩
肘
張
ら
ず
に

自
然
体
で
い
ら
れ
ま
す

健康運動推進員とは、地域において転倒防止体
操「ころげん体操」を普及する地域の介護予防リー
ダーです。平成 21 年度から養成講座を開催し、
現在 792 人の健康運動推進員が誕生しています。
今年も11月9日と16日に計4回研修会を実施し、
延べ 139 人が受講しました。ころげん体操の実
技や市栄養士による「バランスのよい食事につい
て」の講義に対し、参加者は熱心に取り組んでい
ました。今後も地域において「ころげん体操」を
継続、介護予防に役立てていきましょう！

厚生労働省では、毎年11月を「児童虐待防止
月間」と位置づけ、集中的な広報・啓発を実施し
ています。11月18日（金）には、児童虐待防
止啓発活動に取り組むご当地ヒーロー「安芸戦士
メープルカイザー」がオレンジリボンキャラバン
で本市を訪問しました。竹本副市長との会談では、
子育て負担の軽減や地域からの孤立の解消を図る
ための保護者支援について話し合われたほか、児
童虐待の未然防止、早期発見に努め、社会全体で
支援していくことを再確認しました。

メープルカイザーが本市を訪問 地域の介護予防リーダーを育成

心を打つ小学校の取り組み鉄道と市の魅力がぎっしり

健康運動推進員実践者研修会オレンジリボンキャラバン

第68回人権週間記念事業秋のぶらり旅

11月18日（金）／市役所 11月9日（水）、16日（水）／クリスタルアージョほか

11月27日（日）／甲田文化センター　ミューズ11月26日（土）、27日（日）／JR芸備線・三江線	

人権週間記念事業として、映画「みんなの学
校」が上映されました。映画の舞台は大阪市立
大空小学校。不登校も特別支援学級もない、全
ての子どもたちが同じ教室で一緒に学ぶ学校と
保護者、地域の取り組みを描いたドキュメンタ
リー映画です。上映後には、初代校長の木村泰
子さんが講演を行い、「子どもは地域の宝です」
と話されました。来場者は 10 代から 80 代ま
での 165 人。鑑賞後、「こんな学校に行きたい」

「心を打たれた」などの感想が寄せられました。

地域住民の生活に欠かせない公共交通の利用促進
を図ることを目的に、JR 芸備線・三江線を活用した

「秋のぶらり旅」ツアーを開催しました。コースは邑
南町での「INAKA イルミおおなん 2016」を基軸に
神楽門前湯治村での女性神楽鑑賞コース（26 日）と
川根地域での柚子もぎ体験コース（27 日）の二つを
用意。2 日間で約 78 人が列車の旅を楽しみました。
参加者のうち、JR 芸備線・三江線に全く乗ったこと
がないという人は 21％。今後も鉄道の魅力を体験し
てもらうことで、公共交通の利用促進を図ります。

キャン
ペーン

研修
会

記念
事業ツアー

広報 あきたかた 1月号 1112 広報 あきたかた 1月号



人権多文化
共生推進課

☎42-5630
　42-2130

新たな試みを

　9
月
に
鳥
取
県
の
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
鳥
取
県
が

医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て

い
る
と
知
っ
た
か
ら
で
す
。
鳥
取
県
で

は
、
医
療
通
訳
を
さ
れ
た
方
に
は
謝
金

と
交
通
費
が
支
払
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
象
に
医
療
分
野
で
の
専
門
用
語
に

関
す
る
研
修
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
安
芸
高
田
市
で
も
医
療
現
場
の
通

訳
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
制
度
と
し
て
実
施
す
る
に
は
予
算

面
で
安
芸
高
田
市
が
単
独
で
行
う
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
広
島

県
全
県
下
で
同
じ
よ
う
な
ニ
ー
ズ
は
あ

り
、
県
と
い
う
単
位
で
医
療
通
訳
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
を
整
え
る
時
代
に

な
っ
た
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
前
回
の

コ
ラ
ム
で
は
災
害
対
応
と
い
う
点
か

ら
、
外
国
籍
市
民
を
対
象
と
し
た
仕
組

み
づ
く
り
の
必
要
性
を
説
き
ま
し
た
。

医
療
も
命
に
関
わ
る
も
の
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
は
日
本
国
籍
市
民
も

外
国
籍
市
民
も
同
じ
で
す
。
海
外
で
病

気
に
な
っ
た
方
は
母
語
で
対
応
さ
れ
る

安
心
感
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　話
題
を
変
え
て
、
美
作
市
で
は
技
能

実
習
生
を
も
巻
き
込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
機
運
が
あ
る
と
、
実
習
生
の
問

題
を
研
究
し
て
い
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
の
二
階
堂
裕
子
准
教
授
か

ら
う
か
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
1
年

や
3
年
と
い
う
期
間
で
帰
国
す
る
実
習

生
に
対
し
て
は
一
時
滞
在
す
る
だ
け
の

人
々
と
い
う
認
識
も
あ
り
、
あ
ま
り
ま

ち
づ
く
り
に
巻
き
込
む
話
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
山
間

地
域
の
人
口
減
は
深
刻
で
多
く
の
人
を

巻
き
込
ん
で
地
域
の
活
性
化
を
考
え
た

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
安
芸
高
田
市

は
、
全
国
の
中
山
間
地
域
の
自
治
体
の

な
か
で
も
市
長
の
思
い
か
ら
い
ち
早
く

多
文
化
共
生
の
施
策
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
を
一
層
確
実
に
す
る
た

め
に
も
広
島
県
に
も
働
き
か
け
な
が

ら
、
新
た
な
試
み
に
目
を
向
け
て
み
て

は
と
思
い
ま
す
。

Vol.34

文／
県立広島大学

上水流久彦准教授

イラスト／
ロナルド・スチュワート准教授

〜
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ
〜 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

−

62

−

３
１
０
７

●
国
民
年
金
制
度
と
は

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と

で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

★
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で

す
。国

が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

★�

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺

族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

●�

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納
付
猶

予
制
度
」

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
「
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に

比
べ
将
来
受
け
取
れ
る
老
齢
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
期

間
分
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
申
し
出
に
よ
り
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
経
過
期
間
に
よ
っ

て
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
追
納
）

く
わ
し
く
は
、
三
次
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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吉
田
幼
稚
園
・
ひ
の
川
幼
稚
園
　
入
園
児
募
集

吉
田
幼
稚
園

　
☎
42

−
２
７
８
８

安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

　
☎
42

−

０
０
４
９

　
　
42

−

４
３
９
６

ひ
の
川
幼
稚
園

　
☎
52

−

２
２
０
３

吉
田
幼
稚
園

ひ
の
川
幼
稚
園

資
源
物
の
集
団
回
収
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
環
境
生
活
課

　
☎
42

−

１
１
２
６

　
　
47

−

１
２
０
６

重
複
地
番
の
解
消
作
業
の
実
施

　
　
ひ
ろ
し
ま
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
島
法
務
局
民
事
行
政
部

不
動
産
登
記
部
門

　
担
当
：
辻
岡 

河
野 

谷
本

　
☎
０
８
２

−

２
２
８

−

５
７
４
１

税
務
課

　
☎
42

−

５
６
１
４

　
　
42

−

２
１
３
０

吉
田
幼
稚
園
・
ひ
の
川
幼
稚
園
で

は
、
平
成
29
年
度
に
入
園
す
る
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

４
歳
児
：
35
名
（
定
員
35
名
）

５
歳
児
：
20
名
程
度
（
定
員
35
名
）

市
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、
平
成
29

年
４
月
１
日
現
在
で
満
４
歳
及
び
５
歳
の

幼
児毎

週
土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・

学
年
始
休
業
日
（
４
月
１
日
か
ら
４
月
５

日
）・
夏
季
休
業
日
（
７
月
21
日
か
ら
８

月
31
日
）・
冬
季
休
業
日
（
12
月
24
日
か

ら
１
月
６
日
）・
学
年
末
休
業
日
（
３
月

26
日
か
ら
３
月
31
日
）

９
時
〜
14
時
ま
で

※
預
か
り
保
育
制
度
あ
り（
９
時
〜
17
時
）

完
全
給
食
、
制
服
、
制
帽

○
申
込
書
の
配
布

・
配
布
期
間　

現
在
配
布
中

・�

配
布
場
所　

吉
田
幼
稚
園
又
は
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課

○
受
付
・
提
出　

・�

受
付
期
間　

平
成
29
年
１
月
５
日

（
木
）
〜
１
月
27
日
（
金
）

・
提
出
場
所　

吉
田
幼
稚
園

２
月
中
旬
に
保
護
者
へ
通
知

 

月
額
０
円
〜
１
８
，
６
０
０
円

（
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
保
育
料
は

異
な
り
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ

３
歳
児
23
名
（
定
員
30
名
）

４
歳
児
19
名 （
定
員
35
名
）

５
歳
児
13
名 （
定
員
35
名
）

※�

３
歳
の
お
誕
生
日
か
ら
入
園
可
能
（
若

干
名
）

第
２
・
４
土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の

祝
日
・
学
年
始
休
園
日
（
４
月
１
日
か
ら

４
月
７
日
）・
夏
季
休
園
日
（
７
月
21
日

か
ら
８
月
31
日
）・
冬
季
休
園
日
（
12
月

24
日
か
ら
１
月
６
日
）・
学
年
末
休
園
日

（
３
月
22
日
か
ら
３
月
31
日
）

※�

た
だ
し
、
夏
季
保
育
20
日
間
開
園
、
冬

季
３
日
、
学
年
末
・
始
10
日
間
く
ら
い

の
予
定
で
開
園

　
（
月
〜
金
）　　
　

９
時
30
分
〜
14
時
30
分 

　
（
第
１・３
土
曜
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※�

預
か
り
保
育

　
（
月
〜
金
）
８
時
〜
18
時

　
（
土
）　 　

８
時
〜
９
時
30
分 

月
・
金
曜
日---

学
校
給
食

水
曜
日--------

パ
ン
給
食

火
・
木
曜
日---

お
弁
当
持
参

制
服
、
制
帽

 

幼
稚
園
バ
ス（
ま
た
は
各
自
送
迎
）

○
入
園
願
書
受
付

・
受
付
期
間　

現
在
受
付
中

・�

配
布
場
所　

ひ
の
川
幼
稚
園
（
郵
送

も
可
能
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

月
額
１
８
，０
０
０
円（
現
行
ど
お
り
）

就
園
奨
励
費
が
市
と
国
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。（
所
得
に
応
じ
て
金
額
が
決
定
）

●
お
問
い
合
わ
せ
　

●
集
団
回
収
っ
て
な
に
？

集
団
回
収
と
は
住
民
団
体
が
、
家
庭
か

ら
出
る
古
紙
・
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
資
源
物
を
自
主
的
に

回
収
し
、
回
収
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と
で

す
。

●
対
象
団
体

子
ど
も
会
、
女
性
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政

区
域
等
の
住
民
団
体

●
助
成
内
容

●
集
団
回
収
の
メ
リ
ッ
ト

ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
も
の
が
資
源

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ご
み
処
理
費
用
が
住
民
団
体
の
活
動
費

等
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

●
昨
年
度
の
実
績

平
成
27
年
度
は
１
４
６
団
体
が
実
施
さ

れ
、
資
源
回
収
量
は
約
７
５
０
ｔ
と
な
り

ま
し
た
。

集
団
回
収
を
は
じ
め
る
に
は
？

1
．回
収
業
者
選
定

住
民
団
体
が
資
源
回
収
業
者
を
決

定
し
ま
す
。

2
．市
へ
必
要
書
類
を
提
出

3
．資
源
の
回
収
・
引
き
渡
し

資
源
を
「
回
収
業
者
」
に
引
き
渡

し
、
買
取
代
金
と
計
量
伝
票
を
受

け
取
り
ま
す
。

※
市
で
は
資
源
回
収
器
具
を
無
料

で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

4
．市
へ
助
成
金
に
係
る
書
類
の
提
出

申
請
書
・
請
求
書
・
計
量
伝
票（
原

本
）を
環
境
生
活
課
へ
提
出
し
ま
す
。

回
収
品
目
・
回
収
量
に
応
じ
た
助
成

金
が
市
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

広
島
県
に
お
い
て
は
、
明
治
以
来
、
宅

地
、
農
耕
地
等
の
耕
地
に
一
番
か
ら
順
に

地
番
（
耕
地
番
）
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
山
林
、
原
野
等
の
山
間
地
に
も
同

様
に
一
番
か
ら
順
に
地
番
（
山
地
番
）
が

付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
一
大
字
（
地

番
区
域
）
内
の
耕
地
と
山
間
地
に
同
一
の

地
番
が
付
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
重

複
地
番
が
多
数
存
在
し
て
い
る
実
情
に
あ

り
ま
す
。

法
務
局
で
は
、
政
府
が
推
進
す
る
「
Ｉ

Ｔ
新
改
革
戦
略
」
及
び
「
電
子
政
府
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
不
動
産
登
記
情
報
等

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
お

客
様
が
自
宅
又
は
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
制
度
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

但
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
、
お
客
様
が
重
複
地
番
の
存
在
を
知
ら

ず
に
誤
っ
て
地
番
を
入
力
し
て
し
ま
う
ト

ラ
ブ
ル
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
島
法
務
局
で
は
、
皆
様
の

不
動
産
に
関
す
る
権
利
を
保
全
し
、
取
引

の
安
全
・
円
滑
を
図
る
た
め
、
次
の
要
領

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
番
区
域
に
存
す

る
山
地
番
の
地
番
変
更
を
実
施
し
、
重
複

地
番
を
解
消
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
区
域

高
宮
町
船
木
、
同
町
羽
佐
竹
、
同
町
房

後
、
同
町
原
田
（
以
上
の
四
地
番
区
域
）

地
番
変
更
の
方
法

原
則
と
し
て
山
地
番
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
〇
〇
〇
を
加
算
す
る
方
法
に
よ
っ
て

行
い
ま
す
。

※
例
：
一
一
五
番
→
一
〇
一
一
五
番

実
施
日

平
成
29
年
１
月
５
日
付
け
で
地
番
の
変

更
を
実
施
し
ま
す
。

通
知
書
の
送
付

地
番
変
更
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
法

務
局
か
ら
登
記
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
所

有
者
の
住
所
〈
共
有
の
場
合
は
、
そ
の
う

ち
の
一
名
の
み
の
住
所
〉
宛
に
地
番
変
更

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

実
施
時
期

平
成
29
年
１
月
上
旬
か
ら
、
地
番
区
域

ご
と
に
順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば
　　 教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば
　　 教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想を
　　 お聞かせください。

メールもしくは、裏面の用紙にご記入いただき、
本・支所へ設置してあります広報ご意見ポストへ
投函ください。

より良い紙面づくりにご協力お願いいたします。

【アンケート】

【受付】

jouhouka@city.akitakata.lg.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

募
集
人
数

入
園
対
象

募
集
人
数

保
育
時
間

保
育
時
間

通
園
方
法

昼
食

服
装

昼
食
・
服
装

入
園
手
続
き

入
園
の
決
定

入
園
手
続
き

休
園
日

休
園
日

保
育
料

保
育
料

補
助
金

対象品目 助成金

古紙 ５円/ｋｇ

衣類 ５円/ｋｇ

アルミ缶 １０円/ｋｇ

スチール缶 １０円/ｋｇ

ペットボトル １０円/ｋｇ
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切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

アンケート記入用紙
裏面アンケートの答えをご記入ください。

A1

A2

A3

お名前

性別　　男　・　女　　　　　　　　年齢　　　　　　歳

住所

〒

☎（　　　　　　　）　　　　　ー

ふりがな

お預かりした個人情報の取り扱いにつきましては厳重に管理し、取得目的以外には使用しません。

※取材のため、こちらからの連絡をご希望されない場合は
　右にチェックを入れてください。

ご連絡不可

姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
セ
ル
ウ
ィ
ン
町
で

安
芸
高
田
市
を
町
民
に
P
R

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

【
拡
大
】
障
害
者
手
帳
所
持
者
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課

　
☎
42

−

０
０
５
４

　
　
42

−

４
３
９
６　

社
会
福
祉
課

　
☎
42

−

５
６
１
５

　
　
42

−

２
１
３
０

広
島
広
域
都
市
圏

広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
共
同
応
援
参
加
者
募
集

広島広域都市圏
協議会

☎082-504-2017

安
芸
高
田
市
戦
没
者

追
悼
式
・
平
和
祈
念
式
典

〒
７
３
０

−

８
５
８
６
（
住
所
不
要
）

広
島
市
役
所
広
域
都
市
圏
推
進
課

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

☎
０
８
２

−

５
０
４

−

２
０
１
７

　
０
８
２

−

５
０
４

−

２
０
２
９

10
月
15
日
（
土
）、
姉
妹
都
市
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
セ
ル
ウ
ィ
ン
町

で
、
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
連
絡
事
務
所
の
連
絡
員
で
、
ダ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
日
本
語
教

師
で
あ
る
早
川
純
代
さ
ん
が
参
加
。
市
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
、
集
ま
っ

た
町
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
市
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
す

る
と
、
多
く
の
町
民
が
興
味
を
示
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

ダ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
国
際

交
流
部
の
ニ
コ
ラ
・
ヒ
ー
リ
ー
部
長
は
市

内
の
中
学
校
と
の
相
互
交
流
に
つ
い
て
紹

介
し
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
か
ら
セ
ル
ウ
ィ
ン
町
長
に

就
任
し
た
サ
ム
・
ブ
ロ
ウ
ト
ン
町
長
も
会

場
を
訪
れ
、
連
絡
員
の
活
動
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。

連
絡
員
の
参
加
は
今
回
が
初
め
て
で
し

た
が
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
大
盛
況
。「
来

年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
早
川
さ
ん
は

話
し
ま
し
た
。

●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
と
は

65
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
の
障

害
の
た
め
に
日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
要

す
る
方
に
、
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
は
、

所
得
税
や
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
、
ま

た
は
会
社
で
の
年
末
調
整
の
際
に
提
示
す

る
と
、
本
人
及
び
そ
の
方
を
扶
養
に
さ
れ

て
い
る
方
が
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
対
象
者

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
ま

た
は
そ
の
家
族
の
方
が
申
込
み
で
き
ま

す
。① �

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

② �

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

方
（
認
知
症
を
含
む
）

③ �

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
方

●�

新
た
に
障
害
者
手
帳
所
持
者
も
対
象
に

な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の
申
込

み
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
28
年
分
以
降
の
障
害
者
控
除
等

の
た
め
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●�

障
害
者
手
帳
所
持
者
が
、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
年
末

調
整
・
確
定
申
告
等
の
際
に
障
害
者
手
帳

の
提
示
を
す
る
こ
と
で
、
手
帳
に
応
じ
た

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
者
手
帳
に
よ
り
障
害
者

控
除
対
象
者
に
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
よ
っ
て
は
こ
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
特
別
障
害
者
控

除
対
象
者
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

障
害
者
手
帳
で
の
特
別
障
害
者
控
除

対
象

・・・・・・・・

身
体
1
・
2
級　

療
育
Ⓐ
・

Ａ　

精
神
1
級

・�

障
害
者
手
帳
で
の
障
害
者
控
除
対

象

・・・・・・・・

身
体
3
〜
6
級　

療
育
Ⓑ
・

Ｂ　

精
神
2
・
3
級

●
募
集
概
要

今
秋
開
幕
し
た
Ｂ
リ
ー
グ
の
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
広
島
ド
ラ
ゴ
ン

フ
ラ
イ
ズ
』
の
共
同
応
援
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
広
島
広
域
都
市
圏
と
は

広
島
市
を
中
心
と
し
た
広
島
県
と
山
口

県
に
ま
た
が
る
24
市
町
の
圏
域
を
指
し
ま

す
。
圏
域
経
済
の
活
性
化
と
圏
域
内
人
口

２
０
０
万
人
超
を
目
指
す
「
２
０
０
万
人

広
島
都
市
圏
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
、

連
携
と
交
流
を
図
る
様
々
な
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

●
内
容

①������

日�

時　

　

２
月
25
日
（
土
）
14
時
〜

②��

対
戦
相
手　

　

ア
ー
ン
フ
レ
イ
ズ
東
京
Ｚ

③��

会
場

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
三
丁

目
１
‐
１
）
※
現
地
集
合
で
す
。

④
募
集
人
数

75
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※�

広
島
広
域
都
市
圏
内
に
お
住
い
の

方
が
対
象
で
す
。

⑤
参
加
費

　

１
，
７
０
０
円

⑥
応
援
方
法

　

�

１
階
指
定
席
で
、
広
島
広
域
都
市
圏

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
応
援
し
ま
す
。

⑦
そ
の
他

　

�

コ
ー
ト
内
で
参
加
者
全
員
の
記
念
写

真
を
行
い
、
全
員
に
写
真
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。（
選
手
１
名
の
サ
イ

ン
入
り
。
選
手
は
選
べ
ま
せ
ん
）

●�

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

往
復
は
が
き
に
、
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
「
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
共
同
応
援
希
望
」
の
旨
を

記
入
し
、１
月
20
日
（
金
）（
※
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
左
記
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※�

小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大
人
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

安
芸
高
田
市
戦
没
者
追
悼
式
・
平
和
祈

念
式
典
が
、
市
遺
族
連
合
会
主
催
に
よ

り
、
11
月
10
日
（
木
）
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
は
、
約
80
人
参
列
の
も
と
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
、
一
分
間
の
黙
と
う
の
後
、
献
花

台
に
白
菊
を
手
向
け
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
、
恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
課

　
☎
42

−

５
６
１
５

　
　
42

−

２
１
３
０

多くの人で賑わう文化フェスティバルの会場

10月に就任されたサム・ブロウトン町長（中央）
早川純代連絡員（左）ニコラ・ヒーリー部長（右）
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【市長賞】お太助を　みんなで使おう　未来のどうぐ
【議長賞】芸備線　百才たっても　まだ元気
【副市長賞】席どうぞ　この一言が　笑顔よぶ
【教育長賞】芸備線　笑顔を乗せて　今日も行く
【企画振興部長賞】毎日の　けしきみながら　ミニりょこう
【優秀賞】・お太助ワゴン　市民が乗れば　未来がかわる
　　　　　・まだかなあ　走る音待つ　駅舎から
　　　　　・ここどうぞ　その一言に　救われる
　　　　　・もやい便　地域の大切な　宝物
　　　　　・バスからね　見えるけしきが　だいすきだ
　　　　　・おかえり　家族みたいな　運転手

加古山　優汰くん
倉橋　輝生くん
増田　梨花さん
竹本　楓さん
丸山　光流くん
塩崎　心響さん
末廣　治成くん
泉　柊哉くん
恩地　歩夢くん
佐々木　咲人くん
益田　慎乃祐くん

来原小学校５年
小田東小学校５年
美土里小学校５年
甲田中学校２年
川根小学校２年
美土里小学校４年
小田東小学校５年
来原小学校６年
川根小学校６年
吉田小学校２年
向原中学校２年

　「健やかな暮らしをつくる人々の集い」をテーマにした第 57 回
広島県公衆衛生大会が三次市で開催されました。
　大会では県内の小中学生から募った「環境啓発ポスター・標語
コンクール」の表彰式があり、ポスター小学校低学年の部では甲
立小学校 3 年の酒井 愛さんが優秀賞、標語小学校高学年の部では
小田小学校 5年の岡田 陸人さんが奨励賞を受賞されました。
　また、長年にわたり町ぐるみで瓶・缶のリサイクル活動に取り
組まれた安芸高田市公衆衛生推進協議会甲田支部へ「環境と健康
のコミュニティ大賞」が贈られました。

守りたい
ぼくの愛する
生き物たち

平成元年に甲田町議会初当選以降、甲田町議会議員、安
芸高田市議会議員として20年の永きにわたり職責を果た
し、顕著な功績により甲田町・安芸高田市の発展に寄与
されました。

秋の叙勲受章
おめでとうございます

岡田 正信さん（75）
おかだ　まさのぶ
旭日双光章

元　安芸高田市議会議員

昭和44年に美土里町消防団へ入団以降、美土里町消防団、
安芸高田市消防団の団長を歴任され、43年もの永きにわた
り現場の第一線において消防活動に尽力されました。

佐々木 義明さん（70）
ささき　　よしあき

瑞宝双光章

元　安芸高田市消防団 団長

泉さんは、安芸高田市合併時の平成16年6月に公平委員に
選任され、以来12年の永きにわたり委員として精励さ
れ、現在は委員長を勤められており、公平委員会永年勤
続委員として、表彰されました。

公平委員会制度 65周年記念
総務大臣表彰を受賞

泉　憲始さん（70）
いずみ　　けんじ

安芸高田市公平委員会 委員長

門出さんは、安芸高田市合併時の平成16年6月に公平委員
に選任され、以来12年の永きにわたり委員として精励さ
れ、現在は委員長職務代理者を勤められており、公平委
員会永年勤続委員として、表彰されました。

門出 浩一さん（77）
もんで　こういち

安芸高田市公平委員会 委員

「環境啓発ポスター・標語コンクール」
「環境と健康のコミュニティ大賞」受賞おめでとうございます

市では、市内の小中学生を対象に、公共交通機関の利用促進にかかる「標語」の
募集を7月～9月にかけて行いました。766点（11校）の応募作品の中から選考し、
11点が入賞作品として決定されました。入賞おめでとうございます。

公共交通機関の利用促進にかかる「標語」入選作品

環境と健康のコミュ
ニティ大賞を受ける
安芸高田市公衆衛生
推進協議会甲田支部

優秀賞を受賞された

酒井　愛さん

奨励賞を受賞された

岡田 陸人くん

優秀賞・酒井　愛さんの作品

奨励賞・岡田　陸人くんの作品

さかい　　あい

まえかわ　たみや

おかだ　りくと

第 44回バトントワーリング全国大会（千葉市）
平成 28年 12月 10 日（土）～ 11日（日）

梶原　菜月さん（吉田小学校３年）

増元　奎京さん（吉田中学校３年）
浮田　妃那さん（吉田中学校２年）

ＪＯＣジュニアオリンピック
第 30回都道府県対抗中学バレーボール大会（大阪市）
平成 28年 12月 25 日（日）～ 28日（水）

山本　力也さん（広島県立広島工業高校２年）第 35回全国高等学校弓道選抜大会（名古屋市）
平成 28年 12月 23 日（金）～ 25日（日）（向原中学校出身）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

前川 民也支部長
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上本　 和子 左円
津森　 力 三矢タウン　市有郡山住宅
䑓　 法子 上迫　六日市
米本　 チヅ子 大賀屋　新町
猪上　 優彦 太郎丸
佐々木 正紀 西土手
中森　 美智代 １丁目　川向
田原　 次郎 ２・３丁目　川手
山木　 康男 高樋　古市　柿原
岸野　 邦子 ４丁目
尾都野 武志 ５丁目
竹本　 宣子 大浜　内堀　外堀　四軒屋　柳原
谷川　 エミコ 国司　国司住宅　県警住宅
水重　 克幸 浄安寺　青迫　市有常友住宅
溝下　 頼男 津々羅　室坂　川原　於手保
新崎　 妙子 日南　中馬河内　隠地　千川
泉迫　 あき 市場　久保地　甲田
西原　 裕文 中原　沖原　西浦

  
見坂 トシ子 相合１・２・３・５
増川 正義 相合４　後相合　山部　印内
松原 富美雄 坂巻　徳田　新屋郷
横山 克惠 常楽寺　常友日南　山手日南
望月 竑紀 山手中　山手沖　山手西
中田 由明 宮の城　本谷
土居野 薫 中馬
武永 正明 甲元　福原
寺本 博子 竹原
末長 ハツエ 小山
板重 ヤス子 上市　下市　十念
三原 功暉 入江沖　久保　小草
森川 悦子 石原　横山
中田 義和 下入江　向桂　中束
三木 恭子 長屋
灰谷 祐子 市峠　表桂　井山　谷桂　高野
松岡 和紘 吉田地区全域（主任児童委員）
田丸 文枝 吉田地区全域（主任児童委員）

  
岡崎 耕二 坂１区　２区駅通り
小林 二三夫 坂２区本通上・2区本通下
黒川 トヨ子 坂３区　４区　17区
児玉 俊郎 坂５区　６区　７区
木田 敏子 坂８区上・８区下　９区
竹森 隆則 坂 10 区　11区　12区
  13 区　14区
升岡 洋子 坂 15 区上・15区下　坂 16区
鍋谷 秀行 戸島１区　８区

  
竹岡 清二 戸島２区　３区　４区　５区
菅原 芳子 戸島６区　７区上・７区下
井上 千里 戸島９区　11区
三上 信行 長田１区　２区　３区　８区
迫 能典 長田４区　５区　６区　７区上・７区下
佐藤 克子 有留全区
塚田 鈴江 保垣全区
平川 富士雄 向原地区全域（主任児童委員）
的場 恵子 向原地区全域（主任児童委員）

  
大久保 紀子 陰近　上山田　中山田　古神出
  飛貞　長見山　内長見
小早川 銀宗 宮崎　鳥居迫　土居迫　高柳
  表長見山
丸中 盛久 尾首　建光
湧山 三千子 古旗　寺元　中合　上正覚　中正覚
  下正覚　正覚
女鳥 マス子 上長屋　下長屋　上高地　中高地
  下高地　大土山
竹田 佐代子 上吉田口　下吉田口　大津谷　緑ヶ丘
  観音　大谷　隠地　上法恩地　下法恩地
日浦 春美 青迫　川本　則長益方　祇園迫
山根 千鶴子 高屋　市ヶ原上組　市ヶ原下組
福川 ひとみ 花の木　井才田　篠原
藤田 勉 胡子　末広　上寺　下寺　春日
  上組　春日住宅　堂ノ口住宅
住吉 久美子 駅前通　東本通　西本通　中央通

  
渡辺 正美 智徳　沖組　筒ヶ瀬　市有甲田住宅
  グリーンヴィレッジ
山本 美惠子 平佐　平和　倉内　瀬戸　若葉
  夕日ヶ丘　中組　せせらぎ団地
  高田原ニュータウン
  サンハイツ甲田　瀬戸住宅
望渓 哲江 大城　西の谷　中条　中迫　下城
  荒槙牧場
児玉 竹丸 吉原　向組　金口　浜田　大浜　城山
盛田 隆雄 田口　加屋　余谷　紅原
宮本 克巳 下市　中市　湧永住宅　本町　上市
  紅葉ヶ丘住宅　甲田町住宅
山下 英之 大道地　江田　中央　上庄　甲立高原
中村 道德 道木　湧永寮　今井谷　下庄　手斧麿
中尾 澄江 久保田　田中　大坪　船津　火の谷
吉川 千代美 甲田地区全域（主任児童委員）
清水 しげ子 甲田地区全域（主任児童委員）

  
永岡 京子 下用地　上用地　上野吉広　志部府　田屋郷
　岡 典子 土居之内　五十貫部
和田 等 叶谷日原　上福田　下福田　中之郷
猪花 良夫 島之尾　水谷松之尾　下船木
中田 實男 門田　後側　前川　雇用促進住宅　
  れんげガーデン
新田 俊晴 野部　竹部迫　上式敷（中組除く）
井澤 博文 信木　所木　上式敷（中組）　下式敷
　　　　　　　 三田谷
武内 眞理 野々原　上羽佐竹　中羽佐竹
道免 さへ子 下羽佐竹　原山
用田 正 下房後　勘部　新迫　表郷　房後・柆原
益田 彰 すだれ　切田　深渡　中原　塔ヶ峯
加古山 紀美惠 下沖城　土居谷　宍戸城　細河内

  
津島 明江 上沖城　上城　日南側　東城
丸山 智惠子 後岡城　上仁王丸　下仁王丸　山田
  柆原
上森 百合惠 茂谷　仲仙道　後迫　行田
住田 コズヱ 常広　宮迫　向原　来女木市
亀井 和則 三田林　上梶矢　下梶矢
  山根　下宮
辻駒 康博 上竹貞　下竹貞　下川根　直会　谷口
亀﨑 良隆 杉の原　田草　歌ヶ谷
  行部（住宅、奈良原を除く）　篠原
栗原 五生 行部（住宅、奈良原）　薬師　亀谷
  二重谷　栃原
中土居 博臣 高宮地区全域（主任児童委員）
吉岡 由理 高宮地区全域（主任児童委員）

  
兒玉 英昭 瀬木　奈良谷　向井　川撫　横田下市
佐々木 昌莊 鳥信　清田　重信隠地　重信日南　竹之内
竹本 芳雄 横田上市　下日南　上日南　隠地　横呂
　　　　　　　　岡の原
中元 寿文 岩倉　宝前　原　寺川　戌谷
  矢賀上　矢賀下

  
高松 昌則 中北日南上　中北蔭地上・下　北上市
　　　　　　　 北下市
佐々木 忠則 上郷　下郷　九文久　中北日南下
齋藤 英二 貝原　雁子原　畠田迫　下北蔭地　山田
　　　　　　　  叶谷
的塲 巌 生田上市　生田中市　生田下市　石丸　山崎

中村 久生 高浜　上河内　橋上　鉄井
佐々木 高美 砂金　広森　増屋
藤井 邦康 小谷　中原　引地　有藤
佐々木 良三 塩瀬日南上　塩瀬下　道円田　亀谷
毛利 真理子 上黒滝　下黒滝　塩貝　上叶口
  下叶口　栃木　山根

栗田 ミナ子 智教寺　大所　上青　中青　下青
  出店　程原
酒井 和尊 助実　是光　上城　上音地　下音地　日南
佐島 まるみ 美土里地区全域（主任児童委員）
政池 純子 美土里地区全域（主任児童委員）

  
道沖 義男 宮の下　宮の上　国安　古屋　中の谷
井上 修三 寺の下　高平寺　上高平寺　殿前住宅
奥原 優 出口東　出口中　出口西　実宗
古岡 美代子 日南下　日南中　日南上　東邦団地
沖本 由利子 市表　市裏　市下
賀志古 究 末石　土井
冨田 光男 余井　平原　本郷　根の谷
藤原 憲司 八千代地区全域（主任児童委員）
岡崎 和彦　　 八千代地区全域（主任児童委員）

  
本田 尚文 別所　中土師　黒瀬　下土師上・中・下
山形 正幸 上谷　北原　日南　化正面　山梨
  八千代病院
向井 博昭 上・下ときわ　前田住宅　大槙
  横路住宅　上恩地　上大又　下大又
山本 万里子 水無　五郎丸　下佐々井　日南団地
今岡 一枝 門出　谷の城　みどり会　南条寮
槇　 明美 中佐々井　安森　上佐々井
  ドリーム寮　楢木寮

12 月 1日、民生委員の一斉改選が行われました。
民生委員は、生活に困っている方、高齢者や障害のある方など、支援を必要とする方が、住み慣れた地域で安心して暮ら

せるよう、行政等と連携しながら、相談・支援を行っています。安芸高田市生活指導員としても活動していただいています。 
また、民生委員は児童委員を兼ねており、児童・妊産婦・ひとり親家庭等の福祉課題について、相談・支援も行います。 
民生委員には守秘義務がありますので、お住まいの地区の民生委員に安心してご相談ください。 担当の民生委員は、次のと

おりです。 （敬称略） 

吉田地区

向原地区

甲田地区

高宮地区

美土里地区

八千代地区

（氏名：担当地区）

（氏名：担当地区）

（氏名：担当地区）

（氏名：担当地区）

（氏名：担当地区）

（氏名：担当地区）

社会福祉課　☎・お太助フォン：42-5615
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食のさんぽ道 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

かぶ

かぶのベーコン巻き
（1人分） エネルギー 82kcal 塩分 0.2g

材料 (2人分 )
 かぶ 1 個（ 5 0 g）
 ベーコン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２枚
 油 60g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

作り方
① ベーコンは半分の長さに切って、
縦半分に切る。
② かぶは茎の部分を少し残して皮を
むき、8等分のくし形に切る。
③ かぶをベーコンで巻いて、楊枝な
どでとめる。
④ フライパンに油を熱し、③を入れ
てこんがり焼く。
※揚げても美味しく頂けます。

安芸高田市食生活改善推進協議会 八千代支部

　

断酒会
自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。

広島断酒ふたば会　中田克宣
※詳しい内容はお問合わせください。

☎ 090-4802-1865

ふれあいプラザ向原
吉田人権会館

 お問い合わせ

場所・日時

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」
健康あきたかた 21推進中！
食生活　「食の大切さを考えながらおいしく・楽しく・きちんと食べよう！」

今年度より、市内を巡回する健康教室を実施しています。
教室の内容は、骨密度測定、もの忘れ測定、体組成測定などの測定とお薬相談、
こころの相談などの相談があります。
食コーナーでは、減塩食の体験会や汁物の塩分濃度測定、昨夜の晩ごはんの塩分
チェックなどがあります。
減塩食の体験会は、20食限定で予約が必要です。
また、体験会では、減塩のコツやポイントなどのお話もありますので、ぜひこの
機会に体験してみてください。予約が必要なものもありますので、ご確認ください。

受
験
生
の
た
め
の
必
勝
ご
は
ん
!!

《食事ポイント》
①朝食をしっかり食べよう（主食を食べ脳にエネルギーを！）
②野菜をしっかり食べよう（血糖値をゆるやかに上げます）
③豚肉、ゴマ、アーモンド、牛乳、大豆、大豆製品〈納豆など〉
　に含まれるビタミンB1を積極的に食べよう
④青背の魚に含まれるDHAや EPAを食べよう

いよいよ受験シーズンの到来。食事や栄養に気をつけましょう。

が
ち
た
私

。
す
ま
し
介
紹

カリッと
焼いたベ

ーコンと

   甘いか
ぶが相性

抜群 !!

1月 6日 （金）18：30～20：30
1月 9日 （月）18：30～20：30
1月 23日 （月）18：30～20：30
1月 29日 （日）13：30～15：30

減塩食の体験会の様子

昨夜の晩ごはん、何だったかしら？

開催日・会場

巡回型
健康教室
巡回型
健康教室

ご自身・ご家族の
健康管理のために、
ぜひご参加ください！

〈 保健医療課 〉
電話・お太助フォン　42-5633

受付時間／ 8：30～17：15（土日祝除く）

申込・お問い合わせ先

体験できる！相談できる！

2月15日（水）

3月6日（月） 

2月15日（水）

3月6日（月） 

13：00～15：00
減塩食の体験会は 11：30から開始します。

13：00～15：00
減塩食の体験会は 11：30から開始します。

※減塩食体験会場※減塩食体験会場

脳の健康チェックを
行い、認知症早期発
見の第一歩に！！

もの忘れ測定もの忘れ測定

体重から体脂肪率
や筋肉量、内臓脂
肪といったからだ
の組成を分析 !!

体組成測定体組成測定

あなたの１食分の塩
分量がわかります !!

見直そう！
塩分コーナー
見直そう！
塩分コーナー

減塩に関する展示あり減塩に関する展示あり

安芸高田市の
健康状況
パネル展示

安芸高田市の
健康状況
パネル展示

コップ半分程度の
みそ汁を持参くだ
さい。

汁物の塩分測定汁物の塩分測定

骨量を量り、骨の
強度を調べます。

骨密度測定骨密度測定

アルコール相談アルコール相談

見た目ではわから
ない肺の健康を知
ることができます。

肺年齢測定肺年齢測定

「最近飲酒量が増えて
きて」等、ご本人また
はご家族などお気軽に
ご相談ください。

お薬手帳をご持参
ください。

薬剤師による
お薬相談

薬剤師による
お薬相談

要予
約

「眠れない」「最近食
欲がない」等どんな
ことでも構いません。

こころの相談こころの相談
要予
約

要予
約

「やめたいけどやめ
れない」等、たばこ
に関することなら、
どんなことでもかま
いません。

たばこ相談たばこ相談
要予
約

ぜひ、味わって
みてください！

減塩食の体験会減塩食の体験会
先着先着

名名
2020

要予
約参加費無料

「健康教室」についての
詳しい内容は
左ページをチェック！

我
が
家
の
み
そ
汁
、

塩
分
濃
度
は
ど
う
か
し
ら
？

受付時間

高宮田園パラッツオ
たかみや人権会館

八千代人権福祉センター
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vol.99

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
定
義
は
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
①
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
、

快
適
性
の
向
上 

②
持
続
可
能
性(

環
境
へ
の

配
慮
・
安
心
安
全
・
経
済
循
環
・
自
立 ) 

③
サ
ー

ビ
ス
や
事
業 

の
資
源
的
効
率
化
の
3
つ
が
考

え
ら
れ
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
生
活
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
5
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
原
子
力
の

使
用
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国
の
日
本

に
と
っ
て
、
全
て
の
貴
重
な
資
源
を
旨
く
効
率

的
に
組
み
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

昨
年
4
月
電
力(

小
売)

が
全
面
自
由
化
に

な
り
ま
し
た
。
自
由
化
は
、
今
後
の
生
活
に
非

常
に
意
味
が
あ
り
、
社
会
的
に
も
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。大
手
電
力
会
社
等
は
、

将
来
の
企
業
生
命
を
か
け
て
厳
し
い
競
争
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
て
、
既
存
の
電
力
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
・

交
通
シ
ス
テ
ム
・
公
共
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
イ

ン
フ
ラ
や
、
医
療
・
介
護
・
教
育
・
防
災
・
危

機
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
を
効
率
的
に

運
用
し
、
市
民
の
皆
様
が
よ
り
快
適
に
生
活
が

出
来
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
こ

と
が
行
政
の
大
切
な
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。 

本
市
で
の
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、

温
水
プ
ー
ル
に
地
熱
を
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、

市
内
の
庁
舎
・
学
校
・
保
育
所
等
の
公
共
施
設

の
屋
根
を
太
陽
光
発
電
に
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
抜
本
的
な
活
用
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
市
は
今
後
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
限
界
集
落

の
増
加
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集
落
が

生
き
残
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
発
想
は
大
変
有
意
義
な
手
法
と
考
え
て

い
ま
す
。
集
落
で
太
陽
光
等
で
発
電
し
た
電
力

を
集
落
で
消
費
し
、
農
産
物
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
事
が
、
人
口
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
計
画
し
て
い
る
「
道
の
駅
」
に
つ
い

て
も
、
極
力
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
発
想
を
取
り

入
れ
、
此
ま
で
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
、
自
動
車

の
走
行
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

各
種
情
報
連
携
を
し
、
農
産
物
販
売
・
観
光
の

効
率
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
整
備
し
た
超
高
速
通
信
網(

光

フ
ァ
イ
バ
ー)

を
中
心
に
中
山
間
地
域
に
適
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
活
、
環
境
が
有
効
的
に
繋

が
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
建
設
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
行
政
・
議
会
が

一
丸
と
な
り
事
業
の
推
進
を
は
か
る
事
が
大
切

と
思
い
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費

保
健
医
療
課　
☎
42

−

５
６
１
９

42

−

２
１
３
０

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

で
自
己
負
担
を
支
払
わ
れ
て
い
る
と

き
、世
帯
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、

基
準
額
を
超
え
た
自
己
負
担
額
が
「
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
12
月
に
お

知
ら
せ
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
お
知

ら
せ
が
届
い
た
方
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

計
算
期
間
や
自
己
負
担
限
度
額
、
申

請
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○��

計
算
期
間

平
成
27
年
８
月
か
ら
平
成
28
年
７

月
ま
で
の
１
年
間
。

○
自
己
負
担
限
度
額

下
表
１
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

・
認
印

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知

カ
ー
ド

※�

申
請
手
続
き
の
注
意
点

計
算
期
間
内
に
次
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
領
収
書
等
で

支
給
対
象
と
な
る
か
ご
確
認
い
た
だ
き

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
町
を
越
え
る
住
所
変
更

・�

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
か
ら

国
民
健
康
保
険
に
変
わ
っ
た
方

○
自
己
負
担
額
の
計
算
例

70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
（
低
所

得
Ⅱ
）
の
２
人
世
帯

複合発電 原子力発電

住宅コミュニティ
コミュニティレベルでの

双方向エネルギー融通システム

夜：PHV/Evの電気を住宅内で利用 昼：余剰電力をPHV/Evに充電

夜充電して昼利用

充電ステーション
急速充電ステーション
（郵便事業車など）

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
よ
る
安
芸
高
田
市
の
活
性
！

①医療保険 15万円
②介護保険 25万円

③合計（①+②） 40万円

④基準額 31万円
⑤支給額（③-④） 9万円

各制度の自己負担額
（国保の高額療養費または介護の高額介護サービス
費で支給された額は除く）

年間の負担が、40万円から31万円になります。

70歳以上 70歳未満
自己負担限度額※表１

区分 限度額

所得が901万円超 ア 212万円

所得が600万円超
　　　901万円以下 イ 141万円

所得が210万円超
　　　600万円以下 ウ 67万円

所得が210万円以下 エ 60万円

市民税非課税 オ 34万円

区分 限度額

現役並み所得者 67万円

一般 56万円

低所得Ⅱ 31万円

低所得Ⅰ 19万円

現役並み所得者・・・・・・・・・・・・・・・高齢受給者証の負担割合が3割の方

一般・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�市民税課税世帯で現役並み、低所得Ⅱ
及びⅠ以外の方

低所得Ⅱ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市民税非課税世帯で低所得Ⅰ以外

低所得Ⅰ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�市民税非課税世帯で世帯員全員の所得
が0円

平成28年９月診療分一人当り医療費（単位円）
安芸高田市 県平均 順位

全被保険者 25,654 25,803 14

※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順

総所得金額等から基礎控除額（33万円）を控除した
後の所得金額
※退職所得や非課税年金である遺族年金、障害年金を含ま

ず、また、雑損失の繰越控除は適用されません

給与所得、公的年金所得、土地・建物の譲渡所得な
どを合計したもの

所得とは

総所得金額等
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子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

育児相談

４か月児相談・２歳６か月児相談

母乳相談会

健診 対象 日時 受付時間 会場
3歳児
健康診査

平成25年
7月生まれ 1月12日(木)

13:00～13:15 保健
センター

1歳6か月児
健康診査

平成27年
6月生まれ 1月19日(木)

乳児
健康診査

平成28年
3月生まれ 1月26日(木)

※�健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど
育児全般における個別相談です。

※対象の方には個人通知します。
※�体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保

健医療課までご連絡ください。
　（電話・お太助フォン 42-5633/FAX 47-1282）

赤ちゃんと保護者に絵本の楽しさをお届けします
生後４か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に、ブッ
クスタートパック（絵本１冊、赤ちゃんおすすめ本
リストなど）をプレゼントします。
詳しくは、保健医療課から郵送する『４か月児相
談』の案内をご覧ください。

健康診査ブックスタート

保健医療課　☎42-5633

保健医療課　☎42-5633

保健医療課　☎42-5633

保健医療課　☎42-5633

保健医療課　☎42-5633

教育委員会生涯学習課　☎42-0054

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）

かんきょうまつりにて

日時 場所 申込期間 対象 持参物

1月20日(金)
10：00～12：00 クリスタルアージョ１０１ 1月10日(火)～1月16日(月) ★生後9か月児～

1歳6か月児とその家族 保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
　●電話・お太助フォン　42-5633　● FAX　47-1282　●受付時間　8：30 ～ 17：15　土日祝除く
　● Email　sukusuku@city.akitakata.lg.jp
※�メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、アレルギー

の有無、きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！
離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 1 食分を実際に試食してみましょう！！

日時 受付時間 対象 会場

1月27日(金)
10：00～10：30 ２歳６か月児

平成26年7月生まれ
保健センター

13：00～13：30 ４か月児
平成28年9月生まれ

日時 開催時間 対象 会場

1月13日(金) 10：00～11：30 妊婦・産婦 保健センター

※�母乳測定、乳房トラブル、卒乳など、お気軽にご相談く
ださい。

※�希望される方は、事前に保健医療課までご連絡ください。
　（電話・お太助フォン 42-5633/FAX 47-1282）

※�内容は、身体測定、食生活・歯・ことばなど育児全般に
おける個別相談です。

※対象の方には個別通知します。
※�体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保

健医療課までご連絡ください。
　（電話・お太助フォン 42-5633/FAX 47-1282）

★助産師が個別にご相談に応じます

日時 開催時間 対象 会場

1月13日(金) 10：00～11：30 乳幼児 保健センター

※�お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士
が相談に応じます。

ブックスター
トの様子

次回はここで撮影します!

★ご協力お願いします★
２歳６か月児相談

●1月27日（金）

プレイルーム子育て相談

子育て交流会
子育て支援センター　☎ 47-1283（子育て支援課）

子育て支援センター　☎ 47-1283（子育て支援課）

プレイルームは、子育て中の親子が集い、交流し
合える場所です。
３歳までの子ども向けのオモチャを置いています
ので、お子様と一緒にお気軽にご利用下さい。

家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、
子育て支援員が子育てに関する悩みなどの相談に応
じています。

こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の
成長・発達に関する悩みなどの相談に応じています。

子育て家庭の交流の場として、親子交流会と親子体操を開催しています。お気軽にご参加ください。

●受付時間	 �月曜日～金曜日 8：30 ～ 17：15
	 〈電話での相談も受け付けています〉

●受付時間	 �月曜日～金曜日 8：30 ～ 17：15
	 �（相談の申し込みは、電話で受け付けをしています）

※�小さな子どもと保護者のための場所です。
　小学生以上の利用はご遠慮ください。

■子育て支援センター☎47-1283（子育て支援課）

■こども発達支援センター☎47-4151
(保健センター2階、吉田町常友 )

と
き

1月12日（木） 1月20日（金） 1月26日（木）

受付　10：00～10：15　
活動　10：15～10：45

受付　10：00～10：15　
活動　10：15～11：00

受付　10：00～10：15　
活動　10：15～10：45

と
こ
ろ
　

クリスタルアージョ1階
プレイルーム
（吉田町吉田）

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

クリスタルアージョ1階
プレイルーム
（吉田町吉田）

内
容

親子交流会
＊対象年齢1歳児

親子体操
＊対象年齢2～4歳児

親子交流会
＊対象年齢0歳児

●��持ち物　
水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着
替え等
●�託児はありませんが、対象年齢ではな
いごきょうだいを一緒に連れてこられ
ても大丈夫です。
●�事前の予約は必要なく、参加費は無料
です。

　子どもたちは友達と遊んだり、親子で遊んだりと楽しい時間が過ごせます。そのかたわらで、保護者
の方は育児の悩みなど情報交換もできます。

日　時 保育所（園）名 内　容
1月4日（水）
9：30～11：00 ふなさ保育園 園庭開放

1月10日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

1月10日（火）
9：30～11：00 かわね保育園 園庭開放

1月10日（火）
9：30～11：00 くるはら保育園 園庭開放

1月13日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園庭開放

（わいわいらんど）
1月17日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

1月17日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園庭開放

1月18日（水）
9：45～11：00 甲立保育所 園庭開放

1月19日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）

日　時 保育所（園）名 内　容
1月19日（木）
9：30～11：00 みどりの森保育所 園庭開放

1月19日（木）
9：45～11：00 小田東保育所 園庭開放

1月19日（木）
10：00～11：30 向原こばと園 園庭開放

1月24日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

1月25日（水）
9：45～11：00 入江保育園 園庭開放

1月26日（木）
10：00～11：30 みつや田保育所 体験入園

1月27日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園庭開放

（節分作品）
1月31日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の都合がありま
すので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園 ☎52-2099・八千代南保育園 ☎52-3048・可愛保育園 ☎43-1776 

●持参するもの　　お茶・タオル・着替え

場所 クリスタルアージョ１階
エレベーター正面奥側

利用時間　 月曜日～金曜日
8：30～17：15　
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http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL 42-0931　FAX 47-1191

減
ら
そ
う
犯
罪

安芸高田警察署
☎47－０１１０
市役所危機管理課
☎42－５６２５

●
お
問
い
合
わ
せ
先

安
芸
高
田
消
防
署
警
防
課
救
急
係

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

助
成
事
業
と
し
て
、
11
月
17
日

（
木
）
に
幼
年
消
防
用
鼓
笛
セ
ッ
ト
を
刈
田
保
育
所

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
の
中
で
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
育
成
及
び
防
火
思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的

と
し
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
度
贈
呈
し
た
鼓
笛
セ
ッ
ト
は
今
後
の
行
事
等
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
防
火
防
災
の
啓
発
活
動
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
事
故
の
お
よ
そ
８
割
が
小
さ
な

子
ど
も
と
高
齢
者
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
、
年
末
年

始
に
は
お
餅
を
食
べ
る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

窒
息
に
よ
る
死
亡
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
窒
息
を
予
防
す
る
た
め
に

飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
ゆ
っ

く
り
と
焦
ら
ず
に
噛
ん
で
食
べ
て
も

ら
う
、
食
物
を
小
さ
く
カ
ッ
ト
し
て

器
に
盛
る
、
な
ど
の
工
夫
が
大
切
で

す
。小

さ
な
子
ど
も
の
場
合
、
手
の
届
く
範
囲
で
あ
れ
ば

何
で
も
口
の
中
に
入
れ
て
し
ま
う
習
性
が
あ
る
た
め
、

子
ど
も
か
ら
決
し
て
目
を
離
さ
な
い
こ
と
が
一
番
の
予

防
策
と
な
り
ま
す
。

　
も
し
も
の
ど
に
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら

迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か

に
次
の
応
急
手
当
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
意
識
や
反
応
が
あ
る
時

食
事
中
に
自
分
の
首
を
両
手
で
つ
か
む
よ
う
な
仕
草

が
あ
り
、
目
を
見
開
い
て
い
た
ら
そ
れ
は
窒
息
し
た
サ

イ
ン
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

意
識
が
あ
れ
ば
「
咳
」
を
さ
せ
、
喉
に
詰
ま
っ
た
も

の
が
出
る
ま
で
咳
を
続
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。「
咳
」
は
と
て
も
有
効
な

異
物
除
去
の
方
法
で
す
。

し
か
し
、
自
分
で
咳
が
で
き
な
い

場
合
や
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
応

急
処
置
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

●
応
急
処
置

■
背
部
叩
打
法
（
は
い
ぶ
こ
う
だ
ほ
う
）

背
中
の
肩
甲
骨
と
肩
甲
骨
の
間
を
手
の
平
で
叩
く
と

言
わ
れ
る
応
急
処
置
が
あ
り
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
叩
く
時
に

は
手
の
付
け
根
付
近
を
使
い
、

上
（
頭
側
）
に
付
き
上
げ
る
よ

う
に
し
て
「
強
く
」「
連
続
し
て
」
叩
く
事
で
す
。

■
腹
部
突
き
上
げ
法
（
ふ
く
ぶ
つ
き
あ
げ
ほ
う
）

背
後
か
ら
両
脇
に
腕
を
通
し
て
抱
き
か
か
え
ま
す
。

こ
の
と
き
、
救
護
す
る
人
は
対
象
者
と
体
を
密
着
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

背
後
か
ら
抱
き
か
か
え
た
状
態
で
、
片
手
で
対
象
者

の
へ
そ
の
位
置
を
確
認
し
、
も
う
一
方
の
手
で
握
り
こ

ぶ
し
を
作
り
、
親
指
側
を
上
腹
部
（
へ
そ
よ
り
上
、
み

ぞ
お
ち
よ
り
十
分
に
下
方
）
に
当
て
ま
す
。

へ
そ
の
位
置
を
確
認
し
た
手
で
握
り
こ
ぶ
し
を
作

り
、
手
前
上
方
に
向
か
っ
て
素
早
く
突
き
上
げ
ま
す
。

※
乳
児
に
は
、
内
臓
を
損
傷
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
腹

部
突
き
上
げ
法
を
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
意
識
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

喉
に
詰
ま
っ
た
も
の
を
取
る
事
に

ば
か
り
気
を
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

意
識
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
す
ぐ

に
人
工
呼
吸
と
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し

て
下
さ
い
。

年々その数が増加し、全国的にも問題になって
いる「空き家」。市も例外ではありません。空き
家は所有者などが適切に管理をしなければなりま
せんが、「現在、すでに使用していない」「今は住
んでいるけど、将来的にどうしたらいいかわから
ない」「高齢で管理ができない」などの悩みをお
持ちではありませんか？

市では、そういったお悩みを解決する一つの方
法として「空き家情報バンク制度」を推進してい
ます。空き家の「売却や賃貸」を希望されている
方は、「空き家情報バンク」へご登録ください。
空き家の利用希望者にホームページなどで情報を
公開します。空き家の有効活用を始めてみません
か？

※空き家の管理・活用や「売りたい・貸したい」
など、気軽にご相談ください。

※空き家等とは
　「建築物又はこれに附属する工作物であって、
居住その他の使用がなされていないことが常態で
あるもの及びその敷地。（立木その他の土地に定
着する物を含む）」をいう。
※特定空き家等とは
①�そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険と

なるおそれのある状態
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態
③�適切な管理が行われないことにより著しく景観

を損なっている状態
④�その他周辺の生活環境の保全を図るために放置

することが不適切な状態

振
り
込
め
詐
欺
と
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架

空
請
求
詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」「
還
付
金
詐

欺
」
を
総
称
し
て
振
り
込
め
詐
欺
と
い
い
ま
す
。

突
然
、
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
を
送
り
つ
け
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
た
私
た
ち
の
「
心

の
ス
キ
」
を
ね
ら
っ
て
、
お
金
を
だ
ま
し
取
っ

て
い
く
犯
罪
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が

な
く
な
ら
な
い
の
は
ど
う
し
て
？

■
手
口
が
巧
妙
化
し
、
日
々
、
変
化
し
て
い
る

振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、

詐
欺
の
手
口
は
社
会
情
勢
に
応
じ
て
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
き
ま
す
。

■「
自
分
は
大
丈
夫
」と
い
う
思
い
込
み
か
ら
油
断
す
る

ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
が
「
自
分
は
だ
ま
さ
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
口
に
し
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
く
る

年
を
取
る
に
つ
れ
て
判
断
力
が
衰
え
て
く
る
場

合
も
あ
り
、「
だ
ま
し
や
す
い
人
」
と
し
て
は
じ
め

か
ら
高
齢
者
を
狙
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
当
市
に
お
き
ま
し
て
、
昨
年
同
様
に

還
付
金
、
架
空
請
求
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
発

生
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

電
話
な
ど
で
「
振
り
込
ん
で
」
と
言
わ
れ
何
だ

か
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
現
金
を
振
り
込
ん

だ
り
送
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
家
族
、

知
人
、市
役
所
、警
察
な
ど
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

管
内
交
通
事
故
の
特
徴

・
人
対
車
両
2
件
・
正
面
衝
突
1
件
・
追
突
事
故
3
件

運
転
中
は
、
速
度
を
控
え
め
に
、
車
間
距
離

を
十
分
に
と
り
前
方
左
右
の
確
認
を
怠
ら
ず
時

間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

★
冬
季
の
交
通
事
故
防
止

〜
早
朝
深
夜
の
路
面
凍
結
に
注
意
〜

○
運
転
者
の
方
へ

・�

冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
、
速
度
は
控
え
め
に

走
行
し
ま
し
ょ
う

・�

「
急
」
の
つ
く
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
発
進
、

急
加
速
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・�

「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
上
向
き
ラ
イ
ト
の

活
用
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

○
歩
行
者
の
方
へ

・�

足
元
（
路
面
）
へ
の
注
意
と
周
囲
の
安
全
確

認
を
し
っ
か
り
と
し
ま
し
ょ
う

・�

夜
間
に
外
出
さ
れ
る
と
き
は
反
射
材
の
着
装

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
自
発
光
）
ラ
イ
ト
な
ど
を
携
行
し

ま
し
ょ
う

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
に
注
意
!!

刈
田
保
育
園
へ

鼓
笛
セ
ッ
ト
を
贈
呈

もし
 もし!!

区分 10月末 11月末 Ｈ27年度まで
HP登録件数 48件 45件
新規登録件数 8件 8件
成立件数 14件 17件 75件

空き家利用希望数 173人 177人

空き家でお悩みの方をサポート

★H28年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

振
り
込
め
詐
欺
は
あ
な
た
の

身
近
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
!!

広報 あきたかた 1月号 2930 広報 あきたかた 1月号



日
時

日
時

日
時

場
所

場
所

場
所

概
要

主
催

チ
ケ
ッ
ト
販
売
日

鑑
賞
料
（
自
由
席
）※

３
歳
以
上

資
格

　

資
格

　

試
験
日

　

受
付
期
間

第
31
回
青
少
年
の
声
を
聞
く
会

向
原
支
所

☎
46
ー
３
１
１
１

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

危
機
管
理
課

☎
42
ー
５
６
２
５

映
画
「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
上
映
会

生
涯
学
習
課

☎
42
ー
０
０
５
４

自
衛
官
募
集
〜
平
和
を
仕
事
に
す
る
〜

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
0
8
2
ー
8
1
5
ー
3
9
8
0

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

催
し

募
集

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）
〈 FAX 〉

(C)2016 フジテレビジョン バンダイビジュアル AOI Pro. ギャガ

総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
消防本部・消防署・・・・・47-1191

八千代支所・・・・・・・・・・・☎52-2111
美土里支所・・・・・・・・・・・☎54-0311
高宮支所・・・・・・・・・・・・・・・☎57-0311
甲田支所・・・・・・・・・・・・・・・☎45-4111
向原支所・・・・・・・・・・・・・・・☎46-3111

小
村 

隆
洋

秋
山 

良
郎

下
村 

博
造

直
島 

弘
子

内
田 

ケ
イ
子

山
本 

学

住
田 

和
広

佐
藤 

匠

金
山 

み
づ
ほ

大
矢 

善
一
郎

岩
本 

英
二

片
野 

唆
敏

門
倉 

広
樹

長
谷
藤 

作
美

吉
川 

峡
子

林 

雅
之

浅
野 

絵
美

石
坂 

篤

山
吉 

貴
文

治
山 

高
広

濱
崎 

幸
司

小
林 

信
也

川
口 

恵

池
澤 

伸

東 

哲
也

林 

寅
権

福
井 

浩
憲

鈴
木 

隆

亀
井 

浩

内
田 

雅
隆

進
士 

翔

か
ら
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　
高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

平
成
29
年
1
月
21
日
（
土
）〜
27
日
（
金
）

一
次
：
平
成
29
年
2
月
18
日
（
土
）

合
格
発
表－

平
成
29
年
3
月
3
日

二
次
：
平
成
29
年
3
月
10
日
（
金
）

最
終
発
表－

平
成
29
年
3
月
17
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

向
原
こ
ば
と
園
・
向
原
小
学
校
・
向
原

中
学
校
・
向
原
高
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ

る
意
見
発
表
及
び
活
動
発
表
を
行
い
ま

す
。ぜ

ひ
子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

　
　
13
時
〜
16
時

　
　
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　
　
青
少
年
育
成
安
芸
高
田
市
民
会
議

　
　
向
原
町
支
部

　
　
平
成
29
年
1
月
8
日
（
日
）

　
　
午
前
9
時
30
分 

開
式

　
　
安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
　（
荒
天
時
：
吉
田
運
動
公
園
ア
リ
ー
ナ
）

　
　
分
列
行
進
、
辞
令
交
付
、
表
彰
、
規

律
訓
練
展
示
、
一
斉
放
水
。

市
消
防
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
海
街diary

」「
そ
し
て
父
に
な
る
」

の
是
枝
裕
和
監
督
が
、
阿
部
寛
と
組
み
、

大
人
に
な
り
き
れ
な
い
男
と
年
老
い
た

母
を
中
心
に
、
夢
見
て
い
た
未
来
と
は

違
う
現
在
を
生
き
る
家
族
の
姿
を
つ
づ

っ
た
人
間
ド
ラ
マ
。

　
　
平
成
29
年
２
月
19
日
（
日
）

　
　
14
時
上
映
　
13
時
30
分
開
場

　
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

１
，
０
０
０
円
（
当
日
：
１
，
２
０
０
円
）

　
　
　
　 

　
　
1
月
5
日
（
木
）
９
時

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募
集
案
内

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
市
が
所
有
す
る
公
用
車
を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

ヤ
フ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
平
成
29
年
1
月
16
日
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
）

　
　
　 

公
用
車
　
１
台

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
1
月
16
日（
月
）〜
2
月
3
日（
金
）

平
成
29
年
2
月
17
日（
金
）〜
2
月
23
日（
木
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、次
の
と
お
り「
広

島
県
北
部
・
島
根
県
南
部
地
域
緊
急
合
同

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
1
月
20
日
（
金
）

　
　
13
時
30
分
〜
16
時

　
　
グ
ラ
ン
ラ
セ
ー
レ
三
次

　
　
三
次
市
十
日
市
南
一
丁
目
5－

5

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
次
・
安
芸
高
田
・
庄

原
及
び
島
根
県
雲
南
・
川
本
の
管
轄
す
る

企
業
の
参
加
（
約
60
社
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

受
付
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前
に

左
記
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
１
８
１
４－

5

☎
42－

０
６
０
５

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※

参
加
事
業
所
は
12
月
下
旬
に
決
定
す
る

予
定
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

須
田 

悠
起
子

大
川 

和
美

吉
野 

努

青
木 

茂
之

土
屋 

浩
幸

上
田 

宗
行

松
井 

岳
子

内
藤 

亨

川
﨑 

直
子

杉
浦 

敏
秋

藤
澤 

惇
平

岸 

尭
之

太
井 

健
作

泉 

篤
志

竹
内 

恵
子

垣
内 

ま
ど
か

山
口 

穂
積

大
川
内 

幸
代

山
崎 

俊
夫

植
村 

真
次

森
岡 

泰
裕

出
口 

勝
之

西
平 

豊

野
納 

敏
展

森
増 

謙

浅
枝 

博
文

山
科 

佳
昭

船
生 

雅
子

立
山 

省
吾

三
上 

映
徹

小
竹 

俊
郎

中
畝 

將
博

山
本 

幸
次
郎

匿
名
希
望

月
刊
有
効
求
職
者
数
　
４
３
８
人

月
刊
有
効
求
人
数
　
　
６
５
４
人

月
刊
有
効
求
人
倍
率
　
１
．４
９
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42-

0
6
0
5

　42-

0
2
2
4

　
　

『海よりもまだ深く』
（出演　阿部 寛、真木よう子ほか）

　
組
み
上
げ
た
竹
か
ら
煙
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
左
側
に
も
も
う
一
つ
。
周
り

に
は
字
の
上
達
を
願
っ
て
高
く
燃
え
上

が
る
よ
う
に
、
長
い
竹
の
先
に
つ
け
ら

れ
た
書
初
と
、
竹
に
挟
ん
だ
鏡
餅
が
待

機
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
今
も
変
わ
ら
な
い
と
ん
ど
の
風
景
で

す
が
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
文
政
３
年(

１
８
２

０)

に
書
か
れ
た
記
録
か
ら
は
市
内
各

地
で
行
わ
れ
て
い
た
と
ん
ど
の
様
子
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
旧
暦

１
月
14
日
の
夕
七
つ
半(

午
後
4
時
半

頃)

に
始
ま
り
、
各
家
が
御
札
や
御
守

を
持
ち
寄
り
竹
を
建
て
て
燃
や
し
ま

す
。
そ
し
て
お
餅
も
。
子
供
た
ち
の
書

初
は
小
竹
に
結
び
つ
け
ま
す
が
、
や
は

り
高
く
燃
え
上
が
る
こ
と
が
良
い
と
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
「
と
ん
ど
」
と
は
、
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
正
月
の
火
祭
行
事

で
、
呼
び
方
も
意
味
合
い
も
様
々
な
よ

う
で
す
が
、
正
月
の
神
送
り
と
正
月
飾

り
の
処
理
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
廃
れ
て
い
く
行
事
や
風
習
が
多
い
な

か
で
変
わ
ら
ず
続
い
て
き
た
と
ん
ど
。

こ
の
風
景
は
こ
れ
か
ら
先
も
続
い
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

か
き
ぞ
め

Ⅱ［３］

昭和 53年（1978）1月 14日

広報 あきたかた 1月号 3132 広報 あきたかた 1月号



日
時

場
所

出
品
物

受
付
期
間

入
札
期
間

参
加
方
法

お
問
い
合
わ
せ
先

参
加
申
込
期
間

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様
（
和
歌
山
県
）

（
愛
媛
県
）

（
大
阪
府
）

（
大
阪
府
）

（
東
京
都
）

（
大
阪
府
）

（
岡
山
県
）

（
東
京
都
）

（
愛
知
県
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
北
海
道
）

（
東
京
都
）

（
広
島
県
）

（
千
葉
県
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

（
北
海
道
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

（
長
崎
県
）

（
東
京
都
）

（
神
奈
川
県
）

（
神
奈
川
県
）

（
東
京
都
）

（
大
阪
府
）

（
兵
庫
県
）

（
京
都
府
）

（
大
阪
府
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

様様様様様様様様様様様様様様様様様様
（
大
阪
府
）

（
埼
玉
県
）

（
東
京
都

（
東
京
都
）

（
神
奈
川
県
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
静
岡
県
）

（
東
京
都
）

（
山
口
県
）

（
大
阪
府
）

（
兵
庫
県
）

（
大
阪
府
）

（
東
京
都
）

（
大
阪
府
）

（
愛
知
県
）

様様様様様様様様様様様様様様様
（
愛
知
県
）

（
群
馬
県
）

（
神
奈
川
県
）

（
広
島
県
）

（
神
奈
川
県
）

（
東
京
都 

）

（
広
島
県
）

（
愛
知
県
）

（
愛
知
県
）

（
東
京
都
）

（
広
島
県
）

（
広
島
県
）

（
兵
庫
県
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

（
１
２
４
名 

）

財
政
課

☎
42
ー
5
6
2
3

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

出品車両

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

財
産
管
理
課

☎
42
ー
5
6
１
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田
の

求
人
求
職
状
況
（
10
月
分
）

お
知
ら
せ

山本　 久嗣
渡邊　 幸雄
榎　 アキミ
花岡　 昭稔
川村 トヨ子
増田 トクヱ
藤城 ミツヱ
原子　 正則
西山 　清子
渡　 眞須美
岡本　 輝雄

中川 　重男
若林 　　圓

（77歳）

（86歳）

（93歳）

（85歳）

（81歳）

（88歳）

（95歳）

（69歳）

（73歳）

（90歳）

（83歳）

（87歳）

（78歳）

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［福　原］

［下入江］

［上入江］

［国　司］

［常楽寺］

［相　合］

［竹　原］

［佐々井］

［佐々井］

吉田町

八千代町

黒田 エミコ

木原　 耕次
川崎 千重子
宮廻　 利雄
中村　 秀代
久保 キヨミ
佐藤　 昭三

小島 コスヱ
平野 ヒサヱ
有木　 　渉
松田 ハツコ

（80歳）

（87歳）

（87歳）

（66歳）

（84歳）

（96歳）

（88歳）

（88歳）

（91歳）

（68歳）

（95歳）

敬称略

［原　田］

［下小原］

［下小原］

［下小原］

［高田原］

［高田原］

［上小原］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［長　田］

甲田町

向原町

（むねした こうき・男）

（しげのぶ けいと・男）

（ふじもり しゆうや・男）

（おきの ときまさ・男）

（やまだ あんな・女）

吉田町 八千代町

高宮町

山﨑　千宏
山根　大芽
澁谷　柊翔

（やまさき ちひろ・男）

（やまね たいが・男）

（しぶたに しゆうと・男）

甲田町

美土里町

橋川　陽輝

中尾　英明

佐竹　彩寧

（はしかわ ひびき・男）

（なかお ひであき・男）

（さたけ あやね・女）

宗下　煌祈
重信　恵叶
藤森　柊弥
沖野　時政
山田　杏菜

求
職
者
の
皆
様
へ

「
広
島
県
北
部
・
島
根
県
南
部
地
域

　緊
急
合
同
就
職
面
接
会
」

お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
き
た
か
た
12
月
号
29
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
致
し
ま
す
。

（
誤
）
西
部
畜
産
事
務
所

　
　
　
　
　（☎
０
８
２

－

４
２
３

－

２
４
１
１
） 

（
正
）
西
部
畜
産
事
務
所

　
　
　
　
　（☎
０
８
２

－

４
２
３

－

２
４
４
１
） 

美土里町

高宮町

（85歳）

（87歳）

（74歳）

（98歳）

（91歳）

（97歳）

（92歳）

（87歳）

（98歳）

（66歳）

（91歳）

（96歳）

（63歳）

［下　根］

［勝　田］

［上　根］

［本　郷］

［本　郷］

［桑　田］

［佐々部］

［佐々部］

［川　根］

［川　根］

［羽佐竹］

［来女木］

［船　木］

宇品 トシミ
淺枝 スズエ
末本 　　昭

師岡 アサ子
新出 タカ子
折田 ヨシヱ

香川　 正道
坂谷　 久之
小田 　賴子
　山　 利和
岩倉 　末子
沖野　 　清
田中 由紀子　　

敬称略

※このおよろこびとおくやみは届出により掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や確認が取れていない方が名前
の掲載を希望される場合は、政策企画課☎42-5627までご連絡ください。

小
村 

隆
洋

秋
山 

良
郎

下
村 

博
造

直
島 

弘
子

内
田 

ケ
イ
子

山
本 

学

住
田 

和
広

佐
藤 

匠

金
山 

み
づ
ほ

大
矢 

善
一
郎

岩
本 

英
二

片
野 

唆
敏

門
倉 

広
樹

長
谷
藤 

作
美

吉
川 

峡
子

林 

雅
之

浅
野 

絵
美

石
坂 

篤

山
吉 

貴
文

治
山 

高
広

濱
崎 

幸
司

小
林 

信
也

川
口 

恵

池
澤 

伸

東 

哲
也

林 

寅
権

福
井 

浩
憲

鈴
木 

隆

亀
井 

浩

内
田 

雅
隆

進
士 

翔

か
ら
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　
高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

平
成
29
年
1
月
21
日
（
土
）〜
27
日
（
金
）

一
次
：
平
成
29
年
2
月
18
日
（
土
）

合
格
発
表－

平
成
29
年
3
月
3
日

二
次
：
平
成
29
年
3
月
10
日
（
金
）

最
終
発
表－

平
成
29
年
3
月
17
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

向
原
こ
ば
と
園
・
向
原
小
学
校
・
向
原

中
学
校
・
向
原
高
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ

る
意
見
発
表
及
び
活
動
発
表
を
行
い
ま

す
。ぜ

ひ
子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

　
　
13
時
〜
16
時

　
　
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　
　
青
少
年
育
成
安
芸
高
田
市
民
会
議

　
　
向
原
町
支
部

　
　
平
成
29
年
1
月
8
日
（
日
）

　
　
午
前
9
時
30
分 

開
式

　
　
安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
　（
荒
天
時
：
吉
田
運
動
公
園
ア
リ
ー
ナ
）

　
　
分
列
行
進
、
辞
令
交
付
、
表
彰
、
規

律
訓
練
展
示
、
一
斉
放
水
。

市
消
防
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
海
街diary

」「
そ
し
て
父
に
な
る
」

の
是
枝
裕
和
監
督
が
、
阿
部
寛
と
組
み
、

大
人
に
な
り
き
れ
な
い
男
と
年
老
い
た

母
を
中
心
に
、
夢
見
て
い
た
未
来
と
は

違
う
現
在
を
生
き
る
家
族
の
姿
を
つ
づ

っ
た
人
間
ド
ラ
マ
。

　
　
平
成
29
年
２
月
19
日
（
日
）

　
　
14
時
上
映
　
13
時
30
分
開
場

　
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

１
，
０
０
０
円
（
当
日
：
１
，
２
０
０
円
）

　
　
　
　 

　
　
1
月
5
日
（
木
）
９
時

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募
集
案
内

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
市
が
所
有
す
る
公
用
車
を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

ヤ
フ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広島地本 検索

（
平
成
29
年
1
月
16
日
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
）

　
　
　 

公
用
車
　
１
台

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
1
月
16
日（
月
）〜
2
月
3
日（
金
）

平
成
29
年
2
月
17
日（
金
）〜
2
月
23
日（
木
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、次
の
と
お
り「
広

島
県
北
部
・
島
根
県
南
部
地
域
緊
急
合
同

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
1
月
20
日
（
金
）

　
　
13
時
30
分
〜
16
時

　
　
グ
ラ
ン
ラ
セ
ー
レ
三
次

　
　
三
次
市
十
日
市
南
一
丁
目
5－

5

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
次
・
安
芸
高
田
・
庄

原
及
び
島
根
県
雲
南
・
川
本
の
管
轄
す
る

企
業
の
参
加
（
約
60
社
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

受
付
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前
に

左
記
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
１
８
１
４－

5

☎
42－

０
６
０
５

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※

参
加
事
業
所
は
12
月
下
旬
に
決
定
す
る

予
定
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

須
田 

悠
起
子

大
川 

和
美

吉
野 

努

青
木 

茂
之

土
屋 

浩
幸

上
田 

宗
行

松
井 

岳
子

内
藤 

亨

川
﨑 

直
子

杉
浦 

敏
秋

藤
澤 

惇
平

岸 
尭
之

太
井 
健
作

泉 

篤
志

竹
内 

恵
子

垣
内 

ま
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撮影会についての詳細は裏表紙をご覧ください。

吉田町
佐藤　謙吾くん（H27.10.14 生）

「元気に大きくなってね」

さとう　　　 けんご

吉田町

城元　麻那ちゃん（H27.10.13 生）
「お姉ちゃんお兄ちゃんに負けるな」

しろもと　　      まな
吉田町

城元　悠希くん（H25.7.16 生）
「元気に大きくなあれ☆」

しろもと       　はるき

吉田町

武部　玲希くん
（H27.9.15 生）たけべ　　　    れ

の

吉田町
黒瀬　夏向くん（H27.8.25 生）「楽しい毎日をありがとう 　」

くろせ　　　  かなた

甲田町

谷村　駿弥くん（H27.8.11 生）
「笑顔いっぱい大きくなってね。」

たにむら　　 しゅんや

甲田町
仁平　和希くん（H27.11.14 生）
「心も体も大きい男になってね！」

にへい　　　  かずき

甲田町

丸本　美月ちゃん（H27.7.31 生）
「美月の笑顔は最高です」

まるもと　　    みつき 吉田町

山本　悠晴くん（H26.7.11 生）
「元気いっぱい☆すくすく育ってね」

やまもと　　  ゆうせい

吉田町
小川　あいちゃん（H25.12.29 生）
「姉妹仲良く元気に大きくなってネ」

おがわ

12 日（木）

26日（木）

予約は 12月 22日（木）より
受付　吉田人権会館
☎42-2826

予約は 1月 12日（木）より
受付　向原支所
☎46-3111

予約は相談日の 5日前まで
たかみや人権会館
☎57-1330
広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎52-3555

総務課
☎42-5611

吉田人権会館
☎42-2826

社会福祉課
☎42-5615

障害者基幹相談支援センター
☎47-1080
清風会つぼみ
☎47-2092
相談支援事業所もやい
☎45-2320

地域包括支援センター
☎47-1132

消費生活相談室
☎42-1143

☎局番なしの＃8000
（携帯電話からも利用可）

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00
10：00～15：00

16日（月）

21日（土）
10日（火）

巡回無料弁護士相談会

行政相談

くらしの総合相談

総合相談 高宮会場

年金・労働
無料相談会

生活困窮者相談

障害者相談

高齢者相談

消費生活相談

お太助フォン相談

広島県小児救急医療
電話相談

八千代会場

高宮会場
向原会場
吉田会場

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

吉田人権会館

向原支所

八千代
人権福祉センター

たかみや人権会館
向原支所

注）相談時間はお 1 人 30 分
までです
注）相談回数は同じ相談では
1回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に
利害関係がある場合は、相談
をお断りすることがあります

弁護士が無料で
さまざまな相談を
お受けします

国の機関へ苦情や意見・
暮らしの心配事の相談
などお受けします

さまざまな暮らしの心配
事相談をお受けします

年金・労働のお悩み、
障害年金請求の記入方
法などに社会保険労務
士がお答えします

生活保護など生活困窮
に対する相談をお受け
します

障害者やその家族の方
などのお悩みをお受け
します

高齢者に関する相談を
お受けします

悪質な商取引に関する
消費者相談をお受けし
ます

お太助フォンに関する
相談をお受けします

子どもの急な病気につ
いて休日や夜間にアド
バイスが受けられます

19日（木）

10 日（火）
24 日（火）

   25 日（水）

平日

平日

平日

平日

平日

平日

平日

水・金

吉田人権会館

たかみや人権会館

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話相談

ゆめタウン吉田店
2F

文化教室

10：00～15：00

18：00～20：00

13：00～15：45

8：30～17：15

8：30～17：30

8：30～17：00

9：00～18：00

8：30～17：30

9：30～12：00
13：00～16：30

広島県生活センター
☎082-223-8811県民相談

離婚・相続・近隣トラ
ブル、交通事故などの
相談をお受けします

平日 電話・窓口相談9：00～17：00

9：30～18：00

19：00～翌 8：00

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）☎45-7017
★お太助フォンからは
99-5510

1 月の相談

行政相談委員が
行政に関する
困りごとや意見など
お受けします

1 月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）
　平日 17：00～翌朝 8：30
　日・祝日（1/1～1/3・1/9）8：30～翌 8：30
　【内科・外科】☎42-0636
※都合により変更になる場合があります。
　出かける前に医療機関へお問い合わせください。

1 月の納税
市県民税4期
国民健康保険税7期
納期限：1月31日（火）

夜間納付窓口
開設日
1月 26日（木）
（17：15～19：00）
開設場所
税務課
（本庁第 1庁舎 1階）
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